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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セルラー通信規格に従い動作するセルラー通信ネットワークで用いられ、顧客の構内で
使用される基地局であって、
　前記セルラー通信規格を用いるセルラー通信装置と通信するためのエア・インタフェー
スと、
　前記顧客のインターネット接続経由で、前記セルラー通信ネットワークのコア・ネット
ワークにインタフェースする、ネットワーク・インタフェースと、
　前記セルラー通信ネットワークの前記コア・ネットワークへの、前記エア・インタフェ
ース経由の呼のバックホール転送にボイス・オーバー・インターネット・プロトコル技術
を利用できる様に、前記エア・インタフェース経由の呼を、前記ネットワーク・インタフ
ェース経由のボイス・オーバー・インターネット・プロトコル呼にマッピングするマッピ
ング手段と、
を備えていることを特徴とする基地局。
【請求項２】
　前記ネットワーク・インタフェースは、デジタル加入者線経由で前記セルラー通信ネッ
トワークの前記コア・ネットワークにインタフェースする様に構成されている、
ことを特徴とする請求項１に記載の基地局。
【請求項３】
　非対称デジタル加入者線モデムを備えている、
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ことを特徴とする請求項２に記載の基地局。
【請求項４】
　非対称デジタル加入者線モデムに接続するユニバーサル・シリアル・バス・インタフェ
ースを備えている、
ことを特徴とする請求項２に記載の基地局。
【請求項５】
　ＰＯＴＳ接続をさらに備えており、
　前記マッピング手段は、さらに、アナログ電話又はファックスからの呼を、前記ネット
ワーク・インタフェース経由のボイス・オーバー・インターネット・プロトコル呼にマッ
ピングする様に構成されている、
ことを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の基地局。
【請求項６】
　前記エア・インタフェースは、ＧＳＭ／ＧＰＲＳ又はＵＭＴＳセルラー通信規格を用い
る前記セルラー通信装置と通信する様に構成されている、
ことを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に記載の基地局。
【請求項７】
　前記マッピング手段は、前記エア・インタフェース経由の呼をＳＩＰ呼にマッピングす
る様に構成されている、
ことを特徴とする請求項１から６のいずれか１項に記載の基地局。
【請求項８】
　前記マッピング手段は、前記エア・インタフェース経由の呼をＵＭＡ呼にマッピングす
る様に構成されている、
ことを特徴とする請求項１から６のいずれか１項に記載の基地局。
【請求項９】
　セルラー通信規格に従い動作するセルラー通信ネットワークで用いられ、顧客の構内で
使用される基地局であって、
　前記セルラー通信規格を用いるセルラー通信装置と通信するためのエア・インタフェー
スと、
　前記顧客のインターネット接続経由で、前記セルラー通信ネットワークのコア・ネット
ワークにインタフェースする、ネットワーク・インタフェースと、
　前記セルラー通信ネットワークの前記コア・ネットワークへの、前記エア・インタフェ
ース経由の呼のバックホール転送のために、前記エア・インタフェース経由の呼を、前記
ネットワーク・インタフェース経由のＲＴＰ／ＵＤＰ呼にマッピングするマッピング手段
と、
を備えていることを特徴とする基地局。
【請求項１０】
　セルラー通信規格に従い動作するセルラー通信ネットワークで用いられ、顧客の構内で
使用される基地局であって、
　前記セルラー通信規格を用いるセルラー通信装置と通信するためのエア・インタフェー
スと、
　前記顧客のインターネット接続経由で、前記セルラー通信ネットワークのコア・ネット
ワークにインタフェースする、ネットワーク・インタフェースと、
　前記セルラー通信ネットワークの前記コア・ネットワークへの、前記エア・インタフェ
ース経由の呼のバックホール転送のために、前記エア・インタフェース経由の呼において
受信したデータから符号化された音声データを取り出す様に構成されたプロセッサと、
を備えていることを特徴とする基地局。
【請求項１１】
　セルラー通信規格に従い動作するセルラー通信ネットワークで用いられ、顧客の構内で
使用される基地局であって、
　前記セルラー通信規格を用いるセルラー通信装置と通信するためのエア・インタフェー
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スと、
　前記顧客のインターネット接続経由で、前記セルラー通信ネットワークのコア・ネット
ワークにインタフェースする、ネットワーク・インタフェースと、
　前記セルラー通信ネットワークの前記コア・ネットワークへの音声トラフィック呼のバ
ックホール転送のために、前記エア・インタフェース経由の呼において受信したデータか
ら符号化された音声データ・パケットを取り出し、前記符号化された音声データ・パケッ
トを含むＲＴＰ／ＵＤＰパケットを形成する中継機能と、
を備えていることを特徴とする基地局。
【請求項１２】
　セルラー通信規格に従い動作するセルラー通信ネットワークで用いられる基地局であっ
て、
　前記セルラー通信ネットワークは、無線アクセス・ネットワークとコア・ネットワーク
と、を含み、
　前記セルラー通信規格を用いるセルラー通信装置と通信するためのエア・インタフェー
スと、
　インターネット接続経由で、前記セルラー通信ネットワークの前記コア・ネットワーク
に前記無線アクセス・ネットワークを通してインタフェースする、ネットワーク・インタ
フェースと、
　前記セルラー通信ネットワークの前記無線アクセス・ネットワークへの、音声データの
バックホール転送にボイス・オーバー・インターネット・プロトコル技術を利用できる様
に、前記エア・インタフェース経由の呼において受信したデータから符号化された音声デ
ータ・パケットを取り出す中継機能と、
を備えていることを特徴とする基地局。
【請求項１３】
　セルラー通信規格に従い動作するセルラー通信ネットワークで用いられる基地局であっ
て、
　前記セルラー通信規格を用いるセルラー通信装置と通信するためのエア・インタフェー
スと、
　インターネット経由で、前記セルラー通信ネットワークのコア・ネットワークにインタ
フェースする、ネットワーク・インタフェースと、
　前記エア・インタフェース経由の音声呼であって、前記エア・インタフェースのレイヤ
１プロトコルの符号化された音声データ・パケットを含む、音声呼を受信し、前記レイヤ
１プロトコルの前記符号化された音声データ・パケットを取り出し、前記符号化された音
声データ・パケットをＲＴＰ／ＵＤＰパケットに格納し、前記セルラー通信ネットワーク
の前記コア・ネットワークに前記符号化された音声データを含む前記ＲＴＰ／ＵＤＰパケ
ットを転送する様に構成された中継機能と、
を備えていることを特徴とする基地局。
【請求項１４】
　セルラー通信規格に従い動作するセルラー通信ネットワークで用いられる基地局であっ
て、
　前記セルラー通信規格を用いるセルラー通信装置と通信するためのエア・インタフェー
スと、
　ＩＰネットワーク経由で、前記セルラー通信ネットワークにインタフェースする、ネッ
トワーク・インタフェースと、
を備えており、
　前記基地局は、前記セルラー通信規格の前記エア・インタフェースのプロトコルに従う
前記エア・インタフェース経由での伝送のために断片化された符号化音声データ・パケッ
トを含む信号を、前記エア・インタフェース経由でユーザ装置から受信する様に構成され
、
　前記基地局は、前記断片化された符号化音声データ・パケットを取り出して、断片化さ
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れていない符号化音声データ・パケットを生成する様に構成され、
　前記基地局は、前記断片化されていない符号化音声データ・パケットを含むストリーミ
ング・データ・プロトコル内のデータ・パケットを形成し、前記形成したデータ・パケッ
トを前記ネットワーク・インタフェース経由で送信する様に構成されていることを特徴と
する基地局。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、セルラー基地局に関するものであり、詳細には、例えば自宅やオフィスでセ
ルラーサービスを提供するのに都合良く使用されうる、セルラー通信ネットワークのため
の基地局に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ＧＳＭ（登録商標）やＵＭＴＳのような標準のための広域セルラーサービスは、広い範
囲（数キロメートルのセル半径）をカバーできる従来型基地局によって提供される。しか
し、建物内の通信範囲は、建物の構造のＲＦ減衰と周囲の建物からの無線シャドーイング
効果のため、もっと難しい。ＥＤＧＥやＵＭＴＳのような中速から高速のデータをサポー
トすることを目指す標準の場合は、上位のコンステレーション又は低拡散係数を用いた信
号には、より高い信号対雑音の数字が必要となるため、この通信範囲の問題は、一層難し
いものとなる。ＵＭＴＳに用いられるもののような高い周波数も、問題を際立たせるが、
それは、これらの信号が、建物の構造による減衰をより多く被るからである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　これらの問題に対する従来型の解決策は、建物内や都市エリア内で通信範囲を拡大する
ため、基地局やＲＦリピータを増設することであろう。これらの解決策は、法外に費用が
かかり、人口密集地での基地局やアンテナを追加することの美的影響のため、住民からの
反対に会い、オペレータには追加の法的費用がかかる。短距離の無線インタフェース、例
えばＷｉＦｉやブルートゥースを使って家屋やオフィス内のセルラートラヒックを処理す
ることは、代替となる手法であるが、顧客やオペレータが新たなハンドセットに投資する
ことが必要となり、それ自体、大規模に行えば、多額の出費となる。
【０００４】
　最近の数字によると、全セルラー通話の７０％は、建物内で行われており、従って、こ
の問題は、セルラー産業の将来の成長にとって大きな障害となる。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の第１の態様によって、セルラー通信システムで用いられる基地局であって、
　無線周波数受信パスと、
　無線周波数送信パスと、そして、
　インストールに際して、基地局が
　ワイヤレス通信ネットワーク内で動作するように無線周波数受信パスを構成し、
　所定の複数のネットワーク搬送波の各々における受信信号強度を監視し、
　前記受信信号強度に基づいて、前記所定の複数のネットワーク搬送波のうちの第１のネ
ットワーク搬送波を、動作する下りリンク搬送波として選択し、そして、
　前記所定の複数のネットワーク搬送波のうち前記選択された第１のネットワーク搬送波
の受信信号強度に基づいて、前記無線周波数送信パスのための初期出力レベルを選択し、
そして、
　前記基地局がさらに、前記インストールに続いて、前記動作する下りリンク搬送波と対
応する動作する上りリンク搬送波とを用いて、動作する基地局が提供される。
【０００６】
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　本発明の第２の態様によれば、
　セルラーワイヤレス通信プロトコルによってワイヤレス通信装置に接続するための、無
線トランシーバ回路機構と、そして、
　ＩＰネットワーク上の接続のためのインタフェースとを備え、
　基地局が、前記セルラーワイヤレス通信プロトコルによって前記ワイヤレス通信装置と
の通信を提供するために、ＵＭＡ標準プロトコルを用いて前記ＩＰネットワーク上でＵＭ
Ａネットワーク制御装置と通信する基地局が提供される。
【０００７】
　本発明の第３の態様によれば、特定の事前に設定された移動局だけが基地局によって前
記ネットワークに接続できるように、基地局が動作可能であるセルラー通信ネットワーク
内で使用される基地局が提供される。
【０００８】
　本発明の第４の態様によれば、
　各々がセルラーワイヤレス通信ネットワークへのそれぞれの接続を有し、各々がＩＰネ
ットワークへのそれぞれの接続を有するような複数の基地局を備え、
　前記ワイヤレス通信ネットワーク内でアクティブである移動通信装置が、前記諸基地局
のうちの１つから前記諸基地局のうちの別の基地局へのハンドオーバを、前記セルラーネ
ットワークの介在を必要とせずに実行できる通信ネットワークが提供される。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明による基地局を含む通信システムのブロック図である。
【図２】本発明による基地局のハードウェアアーキテクチャのブロック図である。
【図３】本発明による基地局のソフトウェアアーキテクチャのブロック図である。
【図４】本発明の一態様によるシステムのプロトコルアーキテクチャの一部を図解する図
である。
【図５】本発明の一態様によるシステムのプロトコルアーキテクチャの一部を図解する図
である。
【図６】本発明の一態様によるシステムのプロトコルアーキテクチャの一部を図解する図
である。
【図７】本発明の一態様によるシステムのプロトコルのアーキテクチャの一部を図解する
図である。
【図８】本発明の一態様によるシステムのプロトコルのアーキテクチャの一部を図解する
図である。
【図９】本発明の一態様によるプロセスを図解する図である。
【図１０】本発明の一態様によるプロセスを図解する図である。
【図１１】本発明の一態様によるプロセスを図解する図である。
【図１２】本発明の一態様によるプロセスを図解する図である。
【図１３】本発明の一態様によるプロセスを図解する図である。
【図１４】本発明の一態様によるプロセスを図解する図である。
【図１５】本発明の一態様によるプロセスを図解する図である。
【図１６】本発明の一態様によるプロセスを図解する図である。
【図１７】本発明の一態様によるプロセスを図解する図である。
【図１８】本発明の一態様によるプロセスを図解する図である。
【図１９】本発明の一態様によるプロセスを図解する図である。
【図２０】本発明の一態様によるプロセスを図解する図である。
【図２１】本発明の一態様によるプロセスを図解する図である。
【図２２】本発明の一態様によるプロセスを図解する図である。
【図２３】本発明の一態様によるプロセスを図解する図である。
【図２４】本発明の一態様によるプロセスを図解する図である。
【図２５】本発明の一態様によるプロセスを図解する図である。
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【図２６】本発明の一態様によるプロセスを図解する図である。
【図２７】本発明の一態様によるプロセスを図解する図である。
【図２８】本発明の一態様によるプロセスを図解する図である。
【図２９】本発明の一態様によるプロセスを図解する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　図１は、本発明に係る基地局１１０を組み入れた通信システム１００を図解する図であ
る。この典型的な実施形態において、基地局１１０は、家屋やオフィス１２０のような建
物内で、大幅な修正を必要とせず既存のセルラー移動電話１２２が利用できるように、既
存のセルラー通信ネットワーク内でＧＳＭ（登録商標）／ＧＰＲＳ及びＵＭＴＳ無線イン
タフェースを両方用いた音声サービス及びデータサービスのための通信範囲を提供するこ
とが意図されている。下記により詳細に記述するように、基地局１１０は、従来のセルラ
ー基地局によって使用される通常のＩｕｂ（ＵＭＴＳ）又はＡｂｉｓ（ＧＳＭ（登録商標
））インタフェースとは異なり、無認可モバイルアクセス（Unlicensed Mobile Access）
（ＵＭＡ）又はセッション開始プロトコル（ＳＩＰ：Session Initiation Protocol）標
準を介してネットワークオペレータのコアネットワーク１３０への柔軟なインタフェース
接続をも提供する。Zone Gatesと呼ばれる、基地局ユニットからの帰路は、家屋もしくは
オフィスの固定回線電話上のデジタル加入者回線（ＤＳＬ）接続１４０を用いて、実現さ
れるが、この手法によって、ＶｏＩＰ（Voice-over Internet Protocol）技法を用いた低
コストのデータ及び音声のトランスポートが可能になる。
【００１１】
　図２は、基地局１１０のハードウェア構成の態様をより詳細に図解するブロック略図で
ある。
【００１２】
　このアーキテクチャは、ＡＲＭ　ＡＭＢＡバスのようなプロセッサバス２０２によって
相互接続された複数の機能ブロックで構成される。主なブロックについて、下記に記述す
る。
【００１３】
　第１に、基地局１１０は、下記のように、各種の外付けの有線インタフェースをサポー
トする。基地局１１０は、内部ＡＤＳＬモデム／ルータ２０４を含むことが好ましい。ル
ータの機能は、ＮＡＴ及びＤＨＣＰサーバを含むであろう。
【００１４】
　ＵＳＢ１．１インタフェース２０６。内蔵ＡＤＳＬモデム／ルータがない場合、このＵ
ＳＢインタフェース２０６は、外付けＤＳＬモデムへの接続をサポートする。内蔵ＡＤＳ
Ｌモデム２０４が組み込まれている場合、ＵＳＢインタフェース２０６は、ブロードバン
ドインターネットサービスと、基地局１１０の高度構成／制御のため、ローカルＰＣへの
接続を提供する。
【００１５】
　ＲＪ４５イーサネット（登録商標）１０／１００／１０００インタフェース２０８。こ
のインタフェースは、基地局１１０の高度構成／制御のため、そして、高度サービス提供
用に外付け装置への基地局アクセスを可能にするため、外部ローカルエリア（例えば家屋
やオフィス）ネットワーク（図２には図示せず）への接続を提供する。内蔵ＤＳＬモデム
２０４が内蔵されている場合、イーサネット（登録商標）ポート２０８は、ＵＳＢポート
２０６への一層柔軟な選択肢として、ブロードバンドインターネットサービス用に用いら
れる。
【００１６】
　以下詳細に記述するように、広い屋内エリアに設置されて共通のイーサネット（登録商
標）ＬＡＮに接続された複数の基地局ユニット１１０が、オペレータの無線ネットワーク
１５０又はコアネットワーク１３０の中で、他のシステムの介在なしでそれらの間のハン
ドオーバを管理してもよい。
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【００１７】
　ＲＪ１１標準の一般電話サービスの電話接続(RJ11 Standard Pots Telephone Connecti
on)。一般電話サービスの電話及びＦＡＸサービスは、ＲＪ１１電話コネクタを介してサ
ポートされる。コネクタを動作させるＳＬＩＣ装置２１０は、例えば、イギリス、ドイツ
、フランス、イタリア、スペイン、日本、アメリカ合衆国のような、複数の国家標準をサ
ポートするように構成できることが好ましい。音声サービスは、適切なコーデック標準２
１２を用いたＶｏＩＰを介して提供される。アナログＦＡＸサービスもサポートされる。
このポートは、ｌｉｎｅ　ｐｏｗｅｒを供給しないであろう。
【００１８】
　ＵＳＩＭインタフェース２１４。基地局１１０は、加入者識別モジュール（ＳＩＭ）カ
ードインタフェース用の設備を有し、ＳＩＭ標準カードの使用を可能にしている。これに
より、このユニットを管理システム１６０、ネットワークオペレータの無線ネットワーク
１５０及びコアネットワーク１３０に対して一意に装置を特定し、以下に詳細に記述する
ような一定のサービスを可能にしている。
【００１９】
　基地局１１０は、小さな内蔵ＣＰＵ、例えば、メインＣＰＵを一定の集中的なタスクか
ら解放する、それぞれ暗号化用とパケット処理用の専用のコプロセッサ２１８と２２０と
によってサポートされた、（適切な周辺機器を用いた）ＡＲＭ９２６のような、実装され
たプロトコルエンジン２１６を含む。プロトコルエンジン２１６上に実装されたプロトコ
ルには、
ウェブサーバ、ＤＨＣＰサーバ、及びＯＳＧｉサーバを含む、セッション制御、
ＧＳＭ（登録商標）／ＵＭＴＳ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｔｒａｔｕｍ（ＮＡＳ）機能、
ＧＥＲＡＮ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｔｒａｔｕｍ機能、
ＵＭＡクライアント、そして、
ＳＩＰクライアント
が含まれる。
【００２０】
　パケット処理アクセラレータ(Packet Processing Accelerator)２２０は、ベースバン
ドモデム２２２の中に実装されたＧＳＭ（登録商標）／ＧＰＲＳレイヤ１機能へ／から流
れるパケットのフォーマッティングと、ベースバンドモデム２２２の中に実装されたＵＭ
ＴＳレイヤ１機能への／からのパケットの流れのフォーマッティングとを処理する。また
、パケット処理アクセラレータ２２０は、ＰＯＴＳインタフェースへの／からのＶｏＩＰ
パケットもフォーマットする。ＶｏＩＰコーデック機能は、ベースバンドモデム２２２に
よってサポートされる。
【００２１】
　ＩＰＳｅｃパケットペイロード(IPSec packet payload)の暗号化は、暗号化アクセラレ
ータ(Encryption Accelerator)２１８によって処理される。ＡＥＳと３ＤＥＳ暗号化プロ
トコルがサポートされてもよく、またＺｏｎｅＧａｔｅのＵＮＣ／管理システムへのＶＰ
Ｎ接続だけが内部暗号化処理を利用してもよい。またユーザＶＰＮ暗号化処理は、基地局
１１０の外で処理されてもよい。
【００２２】
　また、メインＣＰＵ２１６は、メインＣＰＵバス２０２を介して、ベースバンドモデム
２２２、ＵＳＢポート２０６、イーサネット（登録商標）ポート２０８、そして、任意で
、ＡＤＳＬモデム／ルータ２０４とＷｉＦｉトランシーバ２２４とを含めて、システム内
の全ての機能ブロックの構成及び制御に責任を持つ。全てのシステム機能ブロックの構成
データを含めて、システムソフトウェアイメージは、基地局１１０の内部のフラッシュメ
モリ２２６の中に記憶されるが、更新されたシステムイメージは、管理システム１６０か
ら基地局１１０へダウンロードされ得るように、他方、以前のイメージは、ダウンロード
に失敗した場合に備えて、拠り所の選択肢として保持されるように、２つの完全なシステ
ムイメージが記憶される。
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【００２３】
　メインＣＰＵの周辺装置には、
ソフトウェアの健全性をチェックする監視タイマと、
システム内のデバッグ用のＪＴＡＧ及びシリアルポートと、
ＬＥＤステータス表示、システム電源管理、システムアラーム収集を含む、システム制御
のためのＧＰＩＯ（汎用入出力）とが含まれる。
【００２４】
　基地局１１０は、ＧＳＭ（登録商標）及びＵＭＴＳ基地局モデムのためのサンプルレー
ト処理、チップレート処理（ＵＭＴＳのみ）及びシンボルレート処理をサポートし、また
、ＧＳＭ（登録商標）とＵＭＴＳの同時動作をサポートする。また基地局１１０が、ロー
カルＧＳＭ（登録商標）／ＵＭＴＳ基地局及びその他の近隣の同様の基地局１１０から同
報チャネル（ＢＣＨ：Broadcast Channel）を復元できるように、限定的なＧＳＭ（登録
商標）移動局（ＭＳ）及びＵＭＴＳユーザ装置（ＵＥ：Use Equipment）モデム機能も、
実装されるであろう。ローカルＲＦ環境を調査する目的で、最初の設置の間に、そして、
ＲＦ環境を監視する目的で、そして、必要に応じて、基地局１１０の構成を修正する目的
で、最初の設置の後で定期的にＵＥモデムモードになるであろう。
【００２５】
　ベースバンドモデム２２２の中に含まれるＤＳＰ機能も、ＶｏＩＰコーデックの実装に
用いられる。
【００２６】
　ベースバンドモデムは、少なくとも５年間の耐用年数の間中、モデムの高い適応性を保
証するため、ソフトウェアベースのアーキテクチャを用いて実装される。ＧＳＭ（登録商
標）及びＵＭＴＳ基地局モデムの性能は、基地局１１０から半径５０ｍの範囲内で静止し
ているユーザ又は１０ｋｍｈ以下で移動する歩行者ユーザに適している。ベースバンドモ
デム２２２は、ソフトウェアベースであるため、ユニットを取り替える必要なく、ＨＳＤ
ＰＡ又はＥＤＧＥサービスへの将来の機能拡張が実地に配信されるようにアップグレード
できる。
【００２７】
　基地局１１０は、ＧＳＭ（登録商標）　ＲＦ回路２２６とＵＭＴＳ　ＲＦ回路２２８と
を有しており、いずれもモデム－アナログインタフェース２３０を通じてベースバンドモ
デム２２２に接続されていて、９００ＭＨｚか１８００ＭＨｚかのどちらかでのＧＳＭ（
登録商標）と、２１００ＭＨｚでのＵＭＴＳとの同時動作をサポートする。ＧＳＭ（登録
商標）及びＵＭＴＳの受信パスについては、上りリンク（基地局受信）と下りリンク（端
末受信）の両方の周波数がアクセス可能であり、送信パスについては、下りリンク（基地
局送信）の周波数のみが利用可能である。インストール時、基地局１１０は、管理システ
ム１６０によって提供された許可されたＧＳＭ（登録商標）搬送周波数とＵＭＴＳ搬送周
波数とのリストから、ＧＳＭ（登録商標）とＵＭＴＳとの両方について雑音／干渉が最も
少ない下りリンクＲＦ周波数を選択するが、許可された下りリンク周波数は、受信パスが
ＵＥモードで構成され、送信パスが無効にされた状態で、基地局１１０によってスキャン
されるであろう。
【００２８】
　基地局１１０は、建物内で静止中か歩行中のユーザに５０ｍ以下の距離でセルラーサー
ビスを提供するように設計され、従って、必要な送信出力は、従来の基地局に比べて劇的
に減少する。
【００２９】
　基地局１１０は、５年間の耐用年数の間、ＧＳＭ（登録商標）基地局及びＵＭＴＳ基地
局に十分な精度を提供する、タイミング及び周波数の基準２３６を含む。
【００３０】
　従って、基地局１１０は、基地局１１０内の３つのデータネットワーク、即ち、外部コ
アネットワーク（ＤＳＬ経由）、移動装置（ＧＳＭ（登録商標）／ＵＭＴＳ）、そして、
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ホームネットワーク（イーサネット（登録商標）経由）の結合の可能性を利用できるサー
ビスプラットフォームを提供する。
【００３１】
　図３は、プロトコルエンジンＣＰＵ２１６上に実装されたプロトコルのソフトウェアア
ーキテクチャの主な構成要素を図解する。
【００３２】
　基地局セッション制御サブシステム３０２は、何か特定の移動ネットワークオペレータ
（ＭＮＯ：Mobile Network Operator）構成及びエンドユーザ設定について、基地局１１
０がどのように設定され機能するかを判断する、サービスの流れと方針を管理して実装す
る。
【００３３】
　セッション制御装置の機能には、
ＭＮＯコアネットワーク上の基地局のための登録、呼制御、トラヒックフローの方針の実
装と、
登録、呼制御、トラヒックフローのためのＵＭＡ及びＳＩＰクライアントの制御と、
ネットワークベースの管理システムを使った情報の流れの制御と、
移動登録と呼のハンドオフのための基地局無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ：Radio Ac
cess Network）リソースの管理と、
ＭＮＯ及びエンドユーザの回線開設手順の制御及び実行と、
基地局のパケットコアの方針の管理と、そして、
Ｊａｖａ（登録商標）ベースのアプリケーションのネットワークリソースを求める要求の
処理と
が含まれる。
【００３４】
　ＭＮＯのＧＳＭ（登録商標）／ＵＭＴＳコアネットワークが基地局に接続されていない
場合にサービスがＵＥに提供される目的で、非アクセス階層(Non-Access Stratum)３０４
の機能が必要とされるが、それは通常、基地局がＳＩＰ上で接続する場合である。この機
能によって、基地局１１０は、ＧＳＭ（登録商標）／ＵＭＴＳコアネットワーク１３０に
接続していない場合でも、移動ユーザが慣れているＳＭＳやＭＭＳのような通常のＧＳＭ
（登録商標）／ＵＭＴＳサービスを提供することができる。そのようなサービスを提供す
るため、基地局１１０は、普通は移動通信交換局（ＭＳＣ：Mobile Switching Centre）
、在圏ＧＰＲＳサービスノード（ＳＧＳＮ：Serving GPRS Service Node）、ＧＳＭ（登
録商標）基地局サブシステム（ＢＳＳ：GSM Basestation Subsystem）及びＵＭＴＳ無線
ネットワークサブシステム（ＲＮＳ：UMTS Radio Network Subsystem）の中に含まれてい
るコアネットワーク機能の縮約サブセットを含んでいる。
【００３５】
　非アクセス階層３０４は、基地局１１０の中に実装されており、下記の機能を備えてい
る。
【００３６】
　呼制御（ＣＣ：Call Control）３０６：　２つのピアエンティティ間の主として回線交
換接続のための呼設定をサポートする。基地局については、ＳＩＰ呼設定とＧＳＭ（登録
商標）及びＵＭＴＳ上の回線交換による音声呼との間のマッピングも提供する。
【００３７】
　セッション管理（ＳＭ：Session Management）３０８：　パケットデータセッションの
制御。
【００３８】
　ショートメッセージサービスサーバ（ＳＭＳ：Short Message Service Server）３１０
：　基地局１１０とネットワークＳＭＳサービスセンタとの間のＳＭＳメッセージの送信
。
【００３９】
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　マルチメディアメッセージングサービスサーバ（ＭＭＳ：MultiMedia Messaging Servi
ce Server）３１２：　基地局ＵＥとネットワークＭＭＳサービスセンタとの間のマルチ
メディアメッセージの送信。
【００４０】
　付加サービス（ＳＳ：Supplementary Service）３１４：　キャッチホン、呼の保留、
多数による通話のようなサービスの実装。
【００４１】
　移動管理(Mobility Management)／ＧＰＲＳ移動管理（ＭＭ／ＧＭＭ）３１６：　位置
登録、認証、及び暗号化のような、ＵＥの移動要素の管理。
【００４２】
　ＵＳＩＭ３１８：　基地局１１０に取り付けられてもよいＳＩＭカードに関連する制御
機能。
【００４３】
　アクセス階層３２０は、ＧＳＭ（登録商標）　ＥＤＧＥ無線アクセスネットワーク（Ｇ
ＥＲＡＮ：GSM EDGE Radio Access Network）及びＵＭＴＳに特有の低レベル機能を備え
ている。ＧＥＲＡＮ機能は、ＧＳＭ（登録商標）、ＳＰＲＳ及びＥＤＧＥアクセスについ
て選択され、ＵＭＴＳ機能は、ＵＭＴＳ対応サービスについて選択される。
【００４４】
　ＧＥＲＡＮアクセス階層機能３２２は、ＢＳＳ（レイヤ１　３２４、無線リソース３２
６、無線リンク制御３２８／媒体アクセス制御３３０）機能とＳＧＳＮ（リンクレイヤ制
御３３２及びサブネットワーク依存集中プロトコル３３４）機能との両方を備えている。
ＢＳＳ機能は、基地局とＭＮＯコアネットワークの間で用いられるインタフェースに拘わ
らず、ＧＳＭ（登録商標）／ＧＰＲＳ／ＥＤＧＥサービスサポートの全ての基地局サポー
トに必要である。ＳＧＳＮ機能は、ＭＮＯのＧＥＲＡＮコアネットワーク機能が、例えば
、ＧＥＲＡＮ上のＳＩＰ及びインターネットベースのサービスについてバイパスされた場
合にのみ、必要とされる。
【００４５】
　ＧＥＲＡＮアクセス階層機能３２２は、従って、下記の要素を備えている。
【００４６】
　サブネットワーク依存集中プロトコル（ＳＮＤＣＰ：Sub-Network Dependent Converge
nce Protocol）３２２：　複数のパケットデータプロトコルの多重化、データ圧縮／解凍
（任意）、ヘッダ圧縮／解凍（任意）、分割及び再組みたて。
【００４７】
　論理的リンク制御（ＬＬＣ）３３２：　ＬＬＣは、ピア・トゥー・ピア（peer to peer
）の認められていないデータ転送と認められたデータ転送と、そしてＧＰＲＳの暗号化機
能とを提供する。
【００４８】
　無線リンク制御／媒体アクセス制御（ＲＬＣ：Radio Link Control／ＭＡＣ）３２８及
び３３０：　ＲＬＣ／ＭＡＣは、認められていないモードと認められたモードと、ＬＬＣ
　ＰＤＵの分割と再組み立てと、複数の物理チャネルの多重化と、システム情報の同報と
を、サポートする。
【００４９】
　無線リソース管理（ＲＲ：Radio Resource Management）３２６：　ＲＲ接続の確立、
メンテナンス、そして解放、システム情報同報、パケットデータのリソースの管理。
【００５０】
　ＧＳＭ（登録商標）／ＧＰＲＳレイヤ１　３２４：　ベースバンドモデム２２２に実装
されたＧＳＭ（登録商標）／ＧＰＲＳ／ＥＤＧＥモデム機能へのインタフェース。
【００５１】
　ＵＭＴＳアクセス階層機能(UMTS access stratum functionality)３３６は、無線ネッ
トワーク制御装置（ＲＮＣ）機能（無線リソース制御、パケットデータ集中プロトコル、
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無線リンク制御／媒体アクセス制御）と、ベースバンドモデム２２２上で実装されたＵＭ
ＴＳ物理レイヤへのインタフェースを備えている。ＲＮＣと物理レイヤインタフェース機
能とは、用いられるコアネットワークのインタフェースに拘わらず、ＵＭＴＳをサポート
する全ての基地局サービスに必要である。
【００５２】
　ＵＭＴＳアクセス階層機能３３６は、下記の要素を備える。
【００５３】
　パケットデータ集中プロトコル（ＰＤＣＰ：Packet Data Convergence Protocol)）３
３８：　ＩＰデータストリーム（任意）のヘッダの圧縮及び解凍、ユーザデータの転送、
ＰＤＣＰシーケンス番号の保全。
【００５４】
　無線リソース制御（ＲＲＣ：Radio Resources Control）３４０：　ＮＡＳ及びＡＳに
関連する情報の同報、ＲＲＣ接続の確立・維持・解放、無線ベアラ及び無線リソースの確
立・再構成・解放、ＲＲＣ接続移動性機能、要求されたＱｏＳの制御、ＵＥ測定の報告・
制御、外側ループの出力制御、暗号化制御。
【００５５】
　無線リンク制御（ＲＬＣ：Radio Link Control）３４２：　パケットのバッファリング
、セグメンテーション、連接を含めて、シグナリング及びデータパケットの送信・受信。
承認モード、非承認モード、トランスペアレントモードの、３つのエンティティタイプを
備えている。
【００５６】
　媒体アクセス制御（ＭＡＣ：Media Access Control）３４４：　論理チャネルとトラン
スポートチャネル間のマッピング、各トランスポートチャネルについての適切なトランス
ポートフォーマットの選択、ＵＥ間の優先度処理、共通及び専用トランスポートチャネル
上でのトランスポートブロック（組）への／からの上位レイヤＰＤＵの多重化／逆多重化
。
【００５７】
　ＵＭＴＳレイヤ１　３４６：　ベースバンドモデム２２２上で実装されたＵＭＴＳモデ
ム機能へのインタフェース。
【００５８】
　また図３に示すソフトウェアアーキテクチャは、ＵＭＡクライアント３４８も含む。基
地局１１０は、非標準構成のＵＭＡプロトコルを使用する。ＵＭＡ標準プロトコルは、Ｕ
ＭＡクライアントと非ライセンススペクトルの無線インタフェース例えばＩＥＥＥ８０２
．１１ｂ／ｇもしくはブルートゥースを含むＧＳＭ（登録商標）　ＭＳ又はＵＭＴＳ　Ｕ
Ｅが、非ライセンススペクトルを用いてＧＳＭ（登録商標）／ＵＭＴＳコアネットワーク
と通信できるように設計される。本発明の基地局における実装は、非ライセンスネットワ
ーク制御装置（ＵＮＣ：Unlicensed Network Controller）を介してＧＳＭ（登録商標）
／ＵＭＴＳコアネットワークと通信するように開発されたＵＭＡプロトコルが、マクロネ
ットワークへの／からのハンドオーバを含めて、その基地局によって処理される呼を管理
するのに使用されてもよいように、ＧＳＭ（登録商標）／ＵＭＴＳ基地局のネットワーク
インタフェースの一部としてＵＭＡクライアント３４８を用いる。
【００５９】
　本発明の基地局におけるＵＭＡの使用については、後でもっと詳しく述べる。
【００６０】
　ＳＩＰクライアント３５０。基地局１１０は、基地局がＧＳＭ（登録商標）／ＵＭＴＳ
標準の移動サービスを対応するＳＩＰサービスにマッピングするように、ＧＳＭ（登録商
標）／ＵＭＴＳプロトコルをＳＩＰクライアントプロトコルにマッピングする。この手法
によって、ＳＩＰプロトコル又はＳＩＰサービスがＭＳ／ＵＥ上に存在する、又は実装さ
れる必要性がなくなる。例えば、ＧＳＭ（登録商標）／ＵＭＴＳ標準の音声呼が、基地局
１１０においてＶｏＩＰ　ＳＩＰ呼にマッピングされるが、それは、また、ユーザをＳＩ
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Ｐコアネットワーク内に登録し、そして、音声呼を発信・終了・クリアするために必要な
、追加のシグナリングのマッピングも含む。ＧＳＭ（登録商標）／ＵＭＴＳシグナリング
を実装するため、基地局内では、ＢＳＳ／ＲＮＳも含む完全なＧＳＭ（登録商標）／ＵＭ
ＴＳプロトコルスタックとＭＳＣ／ＳＧＳＮ機能とが必要である。
【００６１】
　また図３に示すソフトウェアアーキテクチャには、ＩＰトランスポートレイヤ３５２も
含まれる。ＩＰトランスポートレイヤ３５２は、インターネットプロトコル標準、例えば
ＵＤＰ３５４、ＴＣＰ３５６、ＩＰｖ４　３５８を含んでいる。必要なシグナリング機能
を基地局１１０がサポートするように、追加のプロトコルが実装される。基地局１１０と
コアネットワーク１３０の間で暗号化されたセキュアな送信媒体を提供することは、ユー
ザの移動局１２２とコアネットワーク１３０の間でセキュアな接続を維持するために必要
なのだが、そのためにはＩＰＳｅｃ３６０が必要である。組み合わせ文字による暗号化は
ＧＳＭ（登録商標）／ＵＭＴＳ無線インタフェースには標準的な機能であり、暗号化は、
基地局１１０とコアネットワーク１３０との間のセキュリティや暗号鍵のようなセキュア
な情報の転送には不可欠であることから、これは特に重要である。パケットネットワーク
内でユーザの移動性を可能にするため、リモートＩＰ３６２が実装される。
【００６２】
　また、図３に示すソフトウェアアーキテクチャは、（標準的なアナログ電話への）ＰＯ
ＴＳ標準接続が、ＳＩＰ（ＶｏＩＰ）を用いてコアネットワークまで可能であるようにす
るための一組の音声コーデック３６４を含めて、回線交換機能３７０も含む。加えて、Ｆ
ＡＸコーデック３６６によって、ここでもまたＳＩＰ（ＦｏＩＰ）を用いてインターネッ
ト上でＦＡＸを送受信するため、標準的なＦＡＸ装置が基地局１１０に接続することが可
能になる。
【００６３】
　基地局１１０は、家庭やオフィス内でテーブルの上に置いたり内壁又は天井に取り付け
たりするように設計されたコンパクトなユニットである。ＧＳＭ（登録商標）／ＵＭＴＳ
基地局としては異例なことだが、送信出力が低レベルであることと周波数／スクランブル
コードが自己構成できることから、基地局１１０を設置するのにセルの設計は必要ない。
【００６４】
　物理的な設置に続いて、（必要なら）ＳＩＭカードを挿入し、外付けＤＣ電源に接続し
、ＤＳＬ又はケーブルを介してネットワークに接続すると、基地局１１０は下記の順序で
動作を実行する。
【００６５】
　１．基地局管理システム１６０と通信を確立し、ＳＩＭの中に記録されたデータを用い
て管理システムとの認証を完了し、そして、基地局サービスを提供する移動ネットワーク
のオペレータが許可することを選んだ搬送周波数とＵＭＴＳスクランブルコードとの「許
可リスト」を含めて、各種の構成パラメータをダウンロードする。
【００６６】
　２．周囲のＧＳＭ（登録商標）基地局（及び本発明によるその他のアクティブな基地局
）が検出されて識別されるように、ＲＦ受信パスが、ＧＳＭ（登録商標）移動電話の下り
リンク周波数上で動作するように構成される。次いで、ベースバンドモデム２２２が、周
囲の基地局によって送信された同期チャネル及び同報チャネルが十分に復調され、システ
ム情報パラメータが復元されるように、ＧＳＭ（登録商標）移動電話のベースバンド受信
機として構成される。次いで基地局１１０は、許可リストの中のＧＳＭ（登録商標）搬送
周波数の各々を、ＧＳＭ（登録商標）標準によってＧＳＭ（登録商標）移動局が行うよう
に、基地局の信号強度を順番に測定することで監視する。検出された基地局の信号強度と
同報チャネル情報とは、将来の参考のために記憶される。
【００６７】
　３．ＲＦ受信パスは、ＵＭＴＳ下りリンク周波数(downlink frequencies)で動作するよ
うに構成され、そして、ベースバンドモデムは、システム情報メッセージが復元されうる
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ように、（スクランブルコードを判断するために）一次及び二次同期チャネルと同報チャ
ネルとを復調することができるＵＭＴＳユーザ装置として構成される。次いで基地局１１
０は、許可リストの中のＵＭＴＳ搬送波とスクランブルコードの各々を順番に監視し、検
出された基地局の各々について（本発明による他の基地局も含めて）、ＵＭＴＳ　ＵＥが
行うであろう方法と同じ方法で、搬送波対干渉比を測定する。検出された各基地局につい
て復元されたＣ／Ｉ比とシステム情報データとは、将来の参考のために記憶される。
【００６８】
　４．次いで、基地局１１０は、許可リストの範囲内で、ＧＳＭ（登録商標）搬送波とＵ
ＭＴＳ搬送波とスクランブルコードとを、（本発明による他の基地局も含めて）周囲の基
地局から受信する電力が最小になるように、これらの搬送波が周囲のマクロセル／マイク
ロセル又は本発明による他の基地局にもたらす干渉を最小にするという原則に基づいて、
選択する。ＧＳＭ（登録商標）及びＵＭＴＳのためのＲＦ送信パスは、選択された搬送周
波数とスクランブルコードが動作の準備ができるように構成される。基地局１１０のＲＦ
受信パスは、ＧＳＭ（登録商標）及びＵＭＴＳ周波数分割多重化スキームにおいて標準化
された下りリンク搬送周波数と上りリンク搬送周波数の組み合わせに従って、選択された
下りリンク搬送周波数に対応する上りリンク周波数を監視するように構成される。
【００６９】
　５．次いで基地局１１０は、ＧＳＭ（登録商標）及びＵＭＴＳ送信パスについての初期
電力レベルを選択する。適切な初期電力レベルが、基地局１１０が検出した受信信号強度
／Ｃ／Ｉから差し引かれる。目標は、送信電力レベルが、（本発明による他の基地局も含
めて）周囲の基地局によって作り出されるインチャネル干渉のレベルを想定して、２０ｍ
の距離でセルラーサービスを提供するのに十分であることである。送信電力は、ＧＳＭ（
登録商標）標準及びＵＭＴＳ標準に従って受入可能なサービス品質（ＱｏＳ：Quality of
 Services）を維持するため、呼の中で修正され、基地局１１０ＲＦハードウェアが、ソ
フトウェア誤動作の場合には、基地局１１０が受入不可能な干渉を引き起こすことを防ぐ
のに十分低いように、送信電力に上限を課す。
【００７０】
　６．周囲のＧＳＭ（登録商標）基地局及びＵＭＴＳ基地局の同報チャネルから抽出され
たシステム情報は、ＧＳＭ（登録商標）標準及びＵＭＴＳ標準に従って基地局１１０によ
って送信されたＧＳＭ（登録商標）同報チャネル及びＵＭＴＳ同報チャネルについてのＢ
Ａリストを作成するのに用いられる。このＢＡリストは周囲の基地局を特定するものだが
、それら周囲の基地局は、移動局で受信された基地局１１０の信号レベルが受入可能な限
度を下回った場合には、ハンドオーバの準備が整っていてＢＡリストを受信する移動局に
よって監視されるべき基地局である。ＧＳＭ（登録商標）及びＵＭＴＳのためのＢＡリス
トは、管理システム１６０に折り返し報告される。
【００７１】
　７．基地局１１０は、選択された初期電力レベルで、選択されたＧＳＭ（登録商標）搬
送波及びＵＭＴＳ搬送波上で送信を開始するであろう。
【００７２】
　８．基地局１１０が、本発明による基地局のグループの一部であり、それらが共通のＬ
ＡＮ接続を共有し、相互にハンドオーバすることが可能である場合には、ＢＡリストは、
下記で詳述する通り、移動局がそのような基地局間でハンドオーバできるように、グルー
プ内の他の基地局に関する情報で更新されてもよい。
【００７３】
　基地局ユニット１１０は、ＲＦ環境の変化が検出されてもよく、搬送波／スクランブル
コードに関する以前の決定が必要に応じて再評価されてもよいように、初期の設置の後、
ＲＦ探索プロセス(RF serveying process)を定期的に（１乃至１０日毎に）反復するよう
に設計される。
【００７４】
　上述のように基地局１１０は、ＵＭＡ標準について定義されたプロトコルを、基地局１
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１０がブロードバンドＩＰネットワーク１７０上でＵＭＡ　ＵＮＣ１５２を使って通信で
き、それによって移動局（ＭＳ）１２２とＧＳＭ（登録商標）／ＵＭＴＳ無線ネットワー
ク１５０（シームレスなハンドオフをサポートするため）との間、及びコアネットワーク
１３０（ＧＳＭ（登録商標）／ＵＭＴＳ標準のサービスを提供するため）との間の通信を
提供できるような、新規な方法で用いる。基地局１１０のソフトウェアプロトコルスタッ
クは、ＧＳＭ（登録商標）／ＵＭＴＳ標準の無線インタフェースプロトコルをＵＭＡプロ
トコルにマッピングするが、ＵＭＡからＧＳＭ（登録商標）への場合は図４に、ＵＭＡか
らＧＰＲＳへの場合は図５に示す。
【００７５】
　ＧＳＭ（登録商標）については（図４）、基地局プロトコルスタック内の中継機能は、
ＧＥＲＡＮ無線リソース（ＲＲ）プロトコルを直接ＵＭＡ‐ＲＲプロトコルにマッピング
し、それはＵＮＣ１５２で終了する。基地局１１０は、基地局に現在登録されているＭＳ
１２２と通信するために、十分なＲＲサブレイヤ実装を必要とする。ＲＲタスクのサブセ
ットが、コアネットワークと通信するために（例えばハンドオーバ）、ＵＭＡ－ＲＲサブ
レイヤに中継される。
【００７６】
　ＧＰＲＳについては（図５）、基地局は、登録されているＭＳ１２２と通信するために
、ＲＬＣ／ＭＡＣサブレイヤを実装する。基地局１１０内の中継機能が、ＲＬＣ／ＭＡＣ
サブレイヤをＵＭＡ－ＲＬＣサブレイヤにマッピングし、それはＵＮＣ１５２で終了する
。
【００７７】
　ＵＭＡ－ＵＭＴＳ制御プレーンを図６に示す。基地局１１０は、ＵＭＴＳ　ＲＲＣ、Ｒ
ＬＣ、及びＭＡＣサブレイヤを実装し、その場合、暗号化は、ＲＬＣとＭＡＣの両方に実
装される。ＵＭＡ－ＲＲＣサブレイヤは、追加のＵＭＴＳ関連のシグナリングを有する。
ＵＮＣ１５２は、３Ｇ－ＳＧＳＮに接続するＩｕインタフェースを含むように拡張されて
もよい。上位レイヤであるＧＭＭ，ＳＭ，ＳＭＳが３Ｇ－ＳＧＳＮに含まれ、ＵＥにおい
てそれらのピアと通信する。
【００７８】
　ＵＭＡＮ－ＵＭＴＳ音声については（図７）、音声トラヒックがＲＬＣ及びＭＡＣサブ
レイヤを通じて送信され、その場合、暗号化はＭＡＣで行われる。音声トラヒックは、Ｒ
ＴＰ／ＵＤＰを用いて基地局１１０とＵＮＣ１５２との間で搬送される。ＵＮＣ１５２は
、コアネットワークＡＭＲコーデックを含む音声トラヒックをＩｕ－ＣＳ上で３Ｇ－ＭＳ
Ｃへルート付けする。
【００７９】
　ＵＭＡＮ－ＵＭＴＳユーザプレーンについては（図８）、ＩＰユーザデータは、ＰＤＣ
Ｐ，ＲＬＣ，ＭＡＣサブレイヤを介して基地局１１０へ搬送される。基地局は、ＵＭＴＳ
　ＲＬＣ及びＭＡＣサブレイヤを実装するが、この場合、暗号化はＲＬＣサブレイヤの中
に実装される。ＰＤＣＰサブレイヤは、ＵＮＣ１５２の中の示された位置ではなく、基地
局へ移動されてもよいだろうが、これは将来のＵＮＣの実装に依存する。
【００８０】
　ＧＥＲＡＮ暗号化については、暗号化鍵(ciphering key)と他の情報要素とが、マクロ
コアネットワーク１３０から基地局１１０へ転送される必要があるが、それは第１に、暗
号化モードのメッセージが基地局１１０とＭＳ１２２の間で送信されてもよいようにする
ためであり、第２には、基地局１１０ＧＳＭ（登録商標）レイヤ１が、その後の制御メッ
セージとユーザプレーンメッセージとを暗号化・解読できるようにするためである。主な
要件は、ＵＭＡＮプロトコル仕様への変更もそうだが、基地局１１０での暗号化鍵Ｋｃの
値の要件であり、それはＧＳＭ（登録商標）レイヤ１メッセージの暗号化と解読とが基地
局で実行されてもよいようにするためである。Ｋｃの値は、ＵＮＣ１５２から受信する追
加メッセージの中で受信されることが提案される。従って、下記の２つのメッセージが、
ＵＭＡ標準のメッセージの組の拡張として提案される。
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【００８１】
【表１】

【００８２】
　ＧＥＲＡＮからＵＭＡＮへのハンドオーバの場合、Ｋｃの新たな値は、ＭＳＣからＵＮ
Ｃ１５２へ送信される「ＧＥＲＡＮハンドオーバ要求(GERAN A-HANDOVER REQUEST)」メッ
セージに含まれているが、これは現時点ではＭＳ１２２にも基地局１１０にも渡されてい
ない。「ハンドオーバ要求」メッセージの暗号化関連の内容は、一旦ハンドオーバが完了
すれば（ハンドオーバの後で暗号化がアクティブであって使用可能である場合）、暗号化
を開始するために基地局に渡されなければならない。
【００８３】
　ＵＭＡＮからＧＥＲＡＮへのハンドオーバの場合、Ｋｃの値は、ＵＭＡＮ暗号化構成手
順の間に（修正された「暗号化モード命令(CIPHERING MODE COMMAND)」メッセージを介し
て）すでに基地局１１０に渡されている。Ｋｃの値は、ＭＳＣからの「ハンドオーバ要求
」メッセージを介して対象のＢＳＳに渡され、従って、さらなる修正は必要ない。
【００８４】
　ＧＳＭ（登録商標）のための暗号化構成は、図９に示すように、また、以下のステップ
のシーケンスで記述するように行われる。
【００８５】
　９０１．コアネットワーク１３０は、「ＢＳＳＡＰ暗号化モード命令(BSSAP CIPHER MO
DE COMMAND)」をＵＮＣ１５２へ送信するが、これはＧＳＭ（登録商標）暗号化鍵Ｋｃと
、ＵＮＣ（及びＭＳ）が使用すべき暗号化アルゴリズムとを含んでいる。
【００８６】
　９０３．ＵＮＣ１５２は、「ＵＲＲ暗号モード命令(URR CIPHER MODE COMMAND)」を基
地局１１０へ送信するが、これは、暗号化が（ＧＥＲＡＮへのハンドオーバの後で）開始
されるべきか否かと、そうである場合、どのアルゴリズムを使用するのかと、無作為の数
ＲＡＮＤとを示す。また、このメッセージは、ＭＳが「ＵＲＲ暗号化モード完了(URR CIP
HERING MODE COMPLETE)」メッセージの中にＩＭＥＩを含むべきかどうかを示す。
【００８７】
　９０５．基地局１１０は、上記のように、独自の「ＵＲＲ暗号化鍵要求(URR-CIPHERING
 KEY REQUEST)」メッセージを送信することによって、暗号化鍵Ｋｃの値をネットワーク
から要求する。
【００８８】
　９０７．ＵＮＣ１５２は、上記のように、「ＵＲＲ暗号化鍵応答(URR-CIPHERING KEY R
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ESPONSE)」メッセージの中で暗号化鍵の値を基地局１１０へ送信する。暗号化鍵の値は、
基地局‐ＵＮＣ接続が暗号化されている場合、ＵＮＣ１５２によって送信されるだけでも
よい。基地局がＫｃの値を許可されないか、又はリンクが暗号化されないか、又は現在の
要求が無効である場合には、応答メッセージは暗号化鍵を含むべきではなく、ステータス
は「無効な暗号化鍵」に設定されなければならず、そうでない場合には、ステータスは「
有効な暗号化鍵」に設定されなければならない。
【００８９】
　９０９．基地局は、「暗号化モード命令(CIPHERING MODE COMMAND)」を生成してＭＳ１
２２へ送信して、暗号化が使用可能か否かと、そうである場合には、使用するアルゴリズ
ムとを示す。このメッセージの内容は、「ＵＲＲ暗号化モード命令」に基づく。
【００９０】
　９１１．ＭＳ１２２は、「暗号化モード完了(CIPHERING MODE COMPLETE)」メッセージ
を返信するが、任意で、国際移動装置ＩＤ（ＩＭＥＩ：International Mobile Equipment
 Identity）も含まれる。
【００９１】
　９１３．ＲＡＮＤ、Ｋｃ、ＩＭＳＩの入力値から、ＨＭＡＣ－ＳＨＡＩ－９６アルゴリ
ズムを用いてメッセージ認証コード（ＭＡＣ）が基地局１１０によって算出され、示され
た場合にはＩＭＥＩと一緒に「ＵＲＲ暗号化モード完了」メッセージの中で返信される。
【００９２】
　９１５．ＵＮＣ１５２は、ＭＡＣを検証する。ＭＡＣが正しいとＵＮＣが検証した場合
、ＵＮＣは、「暗号モード完了」メッセージをコアネットワーク１３０へ送信する。
【００９３】
　ＵＭＴＳ暗号化については、暗号化鍵と他の情報要素とが、マクロコアネットワークか
ら基地局へ転送されることになるが、それは第１に、「セキュリティモード(SECURITY MO
DE)」メッセージが基地局とＵＥ１２２との間で送信されてもよいようにするためであり
、第２には、基地局ＵＭＴＳレイヤ２が、その後の制御メッセージとユーザプレーンメッ
セージとを暗号化・解読できるようにするためである。主な要件は、ＵＭＡＮプロトコル
仕様への変更もそうだが、基地局でのＵＭＴＳ暗号鍵ＣＫとＵＭＴＳ統合鍵(UMTS Integr
ity Key)ＩＫの値の存在であり、それは暗号化と解読とが基地局で実行されてもよいよう
にするためである。ＣＫ及びＩＫの値は、ＵＮＣから受信する追加メッセージの中で受信
されることが提案される。従って、下記の２つのメッセージが、ＵＭＡへの拡張として提
案される。
【００９４】
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【表２】

【００９５】
　ＵＭＴＳからＵＭＡＮへのハンドオーバの場合、ＣＫとＩＫとの新たな値は、３Ｇ－Ｓ
ＧＳＮからＵＮＣへ送信される「Ｉｕ移転要求(Iu-RELOCATION REQUEST)」メッセージに
含まれているが、これは現時点ではＵＥにも基地局にも渡されていない。「Ｉｕ移転要求
」メッセージの暗号化関連の内容は、一旦ハンドオーバが完了すれば（ハンドオーバの後
で暗号化がアクティブで使用可能である場合）、暗号化を開始するために基地局に渡され
なければならない。
【００９６】
　ＵＭＡＮからＵＭＴＳへのハンドオーバの場合、ＣＫとＩＫとの値は、ＵＭＡＮ暗号化
構成手順の間に（修正された「セキュリティモード命令(SECURITY MODE COMMAND)」メッ
セージを介して）すでに基地局に渡されている。ＣＫとＩＫとの値は、３Ｇ－ＳＧＳＮか
らの「Ｉｕ移転要求」メッセージを介して対象のＲＮＳに渡され、従って、さらなる修正
は必要ない。
【００９７】
　ＵＭＴＳ暗号化構成は、図１０に示すように、また、以下のステップのシーケンスのよ
うに行われる。
【００９８】
　１００１．コアネットワーク１３０は、「ＲＡＮＡＰセキュリティモード命令(RANAP S
ECURITY MODE COMMAND)」をＵＮＣ１５２へ送信するが、これはＵＭＴＳ暗号化鍵ＣＫと
、ＵＭＴＳ統合鍵ＩＫと、ＵＮＣ（及びＵＥ）が使用すべき暗号化アルゴリズムとを含ん
でいる。
【００９９】
　１００３．ＵＮＣ１５２は、「ＵＲＲセキュリティモード命令(URR-SECURITY MODE COM
MAND)」を基地局１１０へ送信するが、これは、暗号化が（ＵＭＴＳへのハンドオーバの
後で）開始されるべきか否かと、そうである場合、どのアルゴリズムを使用するのかと、
無作為の数ＲＡＮＤと、認証トークンＡＵＴＨとを示す。また、このメッセージは、ＵＥ
が「ＵＲＲセキュリティモード完了(URR SECURITY MODE COMPLETE)」メッセージの中にＩ
ＭＥＩを含むべきかどうかを示す。
【０１００】
　１００５．基地局１１０は、上記のように、独自の「ＵＲＲセキュリティ鍵要求(URR-S
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ECURITY KEY REQUEST)」メッセージを送信することによって、ネットワークからのＵＭＴ
Ｓ暗号化鍵ＣＫとＵＭＴＳ統合鍵ＩＫとの値を要求する。
【０１０１】
　１００７．ＵＮＣ１５２は、上記のように、「ＵＲＲセキュリティ鍵応答(URR-SECURIT
Y KEY RESPONSE)」メッセージの中で暗号化鍵の値を基地局１１０へ送信する。暗号化鍵
の値は、基地局‐ＵＮＣ接続が暗号化されている場合、ＵＮＣによって送信されるだけで
もよい。基地局がＣＫ及びＩＫの値を許可されないか、又はリンクが暗号化されないか、
又は現在の要求が無効である場合には、応答メッセージは暗号化鍵を含むべきではなく、
ステータスは「無効な暗号化鍵」に設定されなければならず、そうでない場合には、ステ
ータスは「有効な暗号化鍵」に設定されなければならない。
【０１０２】
　１００９．基地局１１０は、「セキュリティモード命令(SECURITY MODE COMMAND)」を
生成してＵＥ１２２へ送信して、暗号化が使用可能か否かと、そうである場合には、使用
するアルゴリズムとを示す。このメッセージの内容は、「ＵＲＲセキュリティモード命令
」に基づく。
【０１０３】
　１０１１．ＵＥ１２２は、「セキュリティモード完了(SECURITY MODE COMPLETE)」メッ
セージを返信するが、任意で、ＩＭＥＩも含まれる。
【０１０４】
　１０１３．ＲＡＮＤ，ＣＫ，ＩＫ，ＩＭＳＩの入力値から、ＨＭＡＣ－ＳＨＡＩ－９６
アルゴリズムを用いてＭＡＣが基地局１１０によって算出され、示された場合にはＩＭＥ
Ｉと一緒に「ＵＲＲセキュリティモード完了(URR SECURITY MODE COMPLETE)」の中で返信
される。
【０１０５】
　１０１５．ＵＮＣ１５２は、ＭＡＣを検証する。ＭＡＣが正しいとＵＮＣが検証した場
合、ＵＮＣは、「セキュリティモード完了」メッセージをコアネットワーク１３０へ送信
する。
【０１０６】
　基地局１１０は、全てのＵＭＡ手順をＧＳＭ（登録商標）／ＵＭＴＳ手順にマッピング
し、逆もまた同様である。このマッピングについては、以下のサブセクションで概説する
。
【０１０７】
　・発見と登録の手順
適切な移動局がＧＳＭ（登録商標）／ＵＭＴＳ　ＰＬＭＮ選択及びセル選択手順を通じて
基地局１１０を選択する場合に、図１１に示すＵＭＡの発見と登録の手順が行われる。ま
た、移動局は、ＵＭＡ転入手順にマッピングされる、ＰＬＭＮ再選択を実行していてもよ
い。図１１に示すシーケンスは、ＵＥ１２２がＧＥＲＡＮ上でアクティブな音声セッショ
ン又はパケットセッションを有さないと想定する（即ち、アイドルモードにある）。ＵＥ
１２２は、ＧＳＭ（登録商標）又はＵＭＴＳネットワークに接続されるＩＭＳＩ及び／又
はＧＰＲＳであってもよい。発見及び登録の手順は、ＧＳＭ（登録商標）もＵＭＴＳも同
じである。
【０１０８】
　下記のステップのシーケンスが実行される。
【０１０９】
　ＵＥは、ＵＥのＩＭＳＩをも含む「位置(ロケーション）更新要求(LOCATION UPDATING 
REQUEST)」１１０１をＵｍインタフェース又はＵｍインタフェース上で送信することによ
って、位置登録手順を行う。基地局は、無効なＩＭＳＩが原因でＵＥ１２２が基地局１１
０に登録されていない場合には、「位置更新拒否(LOCATION UPDATING REJECT)」１１０３
を送信することによって、早い時期に「位置更新要求」を拒否してもよい。
【０１１０】
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　基地局１１０は、特定のＵＥが特定の基地局で利用可能であるとＵＮＣに情報提供する
ため、ＵＭＡＮ発見手順及び登録手順１１０５及び１１１３を実行する。ＵＮＣは、サー
ビス（例えば移動局終端呼）を提供する目的で、この情報を追跡する。
【０１１１】
　発見又は登録がＵＮＣによって拒否された場合（メッセージ１１０７又は１１１５）、
ＺｏｎｅＧａｔｅが「位置更新拒否」（１１０９又は１１１７）を生成して、それを移動
局へ送信する。
【０１１２】
　登録が成功すると（メッセージ１１１１又は１１１９）、基地局１１０は、当初の「位
置更新要求」をコアネットワークＳＧＳＮへ転送する(メッセージ１１２１）。
【０１１３】
　ＵＥ１２２をコアネットワークに認証して暗号化が始まる前に暗号化パラメータを設定
する目的で、コアネットワーク１３０は、位置登録の間に認証と暗号化手順を実行する。
コアネットワークは、「位置更新受入(LOCATION UPDATING ACCEPT)」メッセージ１１２３
をＵＥへ送信することによって、位置登録が成功したことを示す。ここでＵＥは、コアネ
ットワークに登録され、基地局セルにとどまることに成功したことになる。
【０１１４】
　・登録解除の手順
登録解除の手順を図１２に図解する。「ＩＭＳＩ分離(IMSI DETACH)」１２０１が、移動
局から発信され、基地局１１０へ送信されてもよく、その場合、「ＩＭＳＩ分離」１２０
１は「ＵＲＲ登録解除(URR DEREGISTER)」メッセージ１２０３にマッピングされてＵＮＣ
へ送信される。また「ＵＲＲ登録解除」メッセージ１２０５は、ＵＮＣから発信されて基
地局１１０へ送信されてもよく、その場合、「ＵＲＲ登録解除」メッセージ１２０５は、
「ＩＭＳＩ分離」１２０７にマッピングされ、基地局から移動局１２２へ送信される。登
録解除の手順は、ＧＳＭ（登録商標）もＵＭＴＳも同じである。
【０１１５】
　・移動局から発信される音声呼の手順(Mobile Originated Speech Call Procedure)
図１３に示す移動局から発信される音声呼の手順は、基地局とＭＳ１２２の間のＧＳＭ（
登録商標）標準のシグナリングを実装するが、それは、ＵＭＡ定義されたシグナリングに
マッピングされる。メッセージの内容は、ＵＭＡ及び３ＧＰＰ仕様に定義された通りであ
り、従って、本書では説明しない。手順は、ＧＳＭ（登録商標）もＵＭＴＳも同じである
。
【０１１６】
　図１３に図解するステップのシーケンスを以下に詳述する。
【０１１７】
　ＣＭサービス要求１３０１が、移動局１２２からＵＮＣ１５２へ上りリンク直接転送ラ
ッパー１３０３を介して送信される。
【０１１８】
　上りリンク直接転送メッセージ及び下りリンク直接転送メッセージ１３０５，１３０７
，１３０９，１３１１を使って、認証が透過的に行われる。
【０１１９】
　ＧＳＭ（登録商標）については、ＵＲＲ暗号化モード命令１３１３が、ＵＮＣ１５２か
ら基地局１１０へ送信され、基地局１１０は、それを、基地局から移動局１２２へ送信さ
れた暗号化モード命令１３１５にマッピングする。暗号化モード完了メッセージ１３１７
が、移動局１２２から基地局１１０へ送信され、基地局は、それを、ＵＲＲ暗号化モード
完了メッセージ１３１９にマッピングする。ＵＭＴＳについては、各種のセキュリティモ
ードメッセージ１３２１，１３２３，１３２５，１３２７が、各種の暗号化モードメッセ
ージ１３１３，１３１５，１３１７，１３１９の代わりとなる。
【０１２０】
　ＣＭサービス受入１３３１が、ＵＲＲ下りリンク直接転送ラッパーメッセージ１３２９
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の中でＵＮＣ１５２から基地局へ送信され、その基地局によって移動局１２２へ転送され
る。
【０１２１】
　設定メッセージ１３３３が、移動局１２２から基地局へ送信され、上りリンク直接転送
メッセージ１３３５の中でＵＮＣへ転送される。呼続行メッセージ１３３９が、下りリン
ク直接転送ラッパーメッセージ１３３７の中で、ＵＮＣから基地局へ送信され、その基地
局によって移動局へ転送される。
【０１２２】
　ＵＲＲチャネル起動メッセージ１３４１，１３４９が、ＵＮＣ１５２によって基地局１
１０へ送信され、ＧＳＭ（登録商標）についてはチャネルモード修正(Channel Mode Modi
fy)メッセージ１３４３にマッピングされるか、ＵＭＴＳについては無線ベアラ再構成(Ra
dio Bearer Reconfiguration)メッセージ１３５１にマッピングされて、移動局へ送信さ
れる。ＧＳＭ（登録商標）についてはチャネルモード修正承認(Channel Mode Modify Ack
nowledge)メッセージ１３４５が、ＵＭＴＳについては無線ベアラ再構成完了(Radio Bear
er Reconfiguration Complete)メッセージ１３５３が、それぞれ移動局から基地局へ送信
され、ＵＲＲチャネル起動承認(URR Active Channel Ack)メッセージ１３４７，１３５５
にマッピングされて、基地局１１０からＵＮＣへ送信される。
【０１２３】
　注意喚起及び接続(Alerting and Connect)メッセージ１３６１，１３６５が、ＵＲＲ下
りリンク直接転送ラッパー(URR downlink direct transfer wrapper)メッセージ１３５９
，１３６３の中でＵＮＣ１５２から基地局へ送信され、基地局によって移動局へ転送され
る。接続承認(Connect Acknowledge)メッセージ１３６７が、移動局から基地局へ送信さ
れ、ＵＲＲ上りリンク転送メッセージ１３６９の中でＵＮＣへ転送されて、移動局発の呼
設定手順が完了する。
【０１２４】
　・移動局に着信する音声呼の手順(Mobile Terminated Speech Call Procedure)
図１４に図解する移動局に着信する音声呼の手順は、基地局とＭＳ／ＵＥ１２２の間のＧ
ＳＭ（登録商標）標準のシグナリングを実装するが、それは、ＵＭＡ定義されたシグナリ
ングにマッピングされる。メッセージの内容は、ＵＭＡ及び３ＧＰＰ仕様に定義された通
りであり、従って、本書では説明しない。手順は、ＧＳＭ（登録商標）もＵＭＴＳも同じ
である。
【０１２５】
　図１４に示すメッセージ交換について、以下のステップのシーケンスで説明する。
【０１２６】
　ＵＲＲページング要求(URR PAGING REQUEST)１４０１が、移動局に着信する音声呼を開
始するため、ＵＮＣから基地局へ送信される。ページング要求１４０３が、基地局によっ
て生成され、ＭＳ／ＵＥに送信される。ＭＳページング応答(MS PAGING RESPONSE)メッセ
ージ１４０５が、基地局によって受信され、基地局は、ＵＲＲページング応答(URR PAGIN
G RESPONSE)１４０７を生成してＵＮＣへ送信する。ＵＭＴＳについては、ページングタ
イプ１メッセージ１４１１が、基地局によって生成されてＵＥに送信され、ＵＥはセル更
新手順１４１３で応答する。
【０１２７】
　ＵＮＣは、認証手順を、下りリンク直接転送メッセージ及び上りリンク直接転送メッセ
ージ１４１９，１４２１，１４２３，１４２５で行い、暗号化手順を、ＧＳＭ（登録商標
）については「暗号化モード命令(CIPHERING MODE COMMAND)」メッセージ及び「暗号化モ
ード完了(CIPHERING MODE COMPLETE)」メッセージ１４２７，１４２９，１４３１，１４
３３で行い、ＵＭＴＳについては、「セキュリティモード(SECURITY MODE)」メッセージ
１４３５，１４３７，１４３９，１４４１で行う。
【０１２８】
　残りの呼設定手順が、下りリンク直接転送メッセージ及び上りリンク直接転送メッセー
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ジのＵＮＣ送受信によって、透過的に行われる。基地局１１０は、上りリンクメッセージ
及び下りリンクメッセージの各々を、必要な無線インタフェースの「設定(SETUP)」（１
４４３～１４４５）メッセージ、「呼確認(CALL CONFIRMED)」（１４４７～１４４９）メ
ッセージ、「注意喚起(ALERTING)」（１４５１～１４５３）メッセージ、「接続(CONNECT
)」（１４５５～１４５７）メッセージ、「接続承認(CONNECT ACKNOWLEDGE)」（１４５９
～１４６１）メッセージに変換する。
【０１２９】
　・ＵＲＬＣトランスポートチャネル起動手順
図１５に示すＵＲＬＣトランスポートチャネル起動手順は、ＵＭＡ定義された手順であり
、ＧＰＲＳ無線インタフェースＰＤＰコンテクスト起動手順上にマッピングされる。メッ
セージの内容は、ＵＭＡ及び３ＧＰＰ仕様に定義された通りであり、従って、本書では説
明しない。トランスポートチャネル起動手順は、ＧＳＭ（登録商標）もＵＭＴＳも同じで
ある。
【０１３０】
　図１５に示すメッセージ交換について以下のステップのシーケンスの中で概説する。
【０１３１】
　ＵＲＬＣトランスポートチャネルの起動は、ＵＥによってＰＤＰコンテクスト起動手順
を開始することによって起動されてもよい。
【０１３２】
　「ＰＤＰコンテクスト起動要求(ACTIVATE PDP CONTEXT REQUEST)」１５０１が、「ＵＲ
ＬＣ　ＵＴＣ起動要求(URLC ACTIVATE UTC REQ)」メッセージ１５０３にマッピングされ
、ＵＮＣから受信した「ＵＲＬＣ　ＵＴＣ起動承認(URLC ACTIVATE UTC ACK)」１５０５
が、「ＰＤＰコンテクスト起動受入(ACTIVATE PDP CONTEXT ACCEPT)」メッセージ１５０
７にマッピングされる。「ＵＲＬＣ　ＵＴＣ起動承認」１５０５が否定応答を含む場合に
は、受入メッセージの代わりに「ＰＤＰコンテクスト起動拒否(ACTIVATE PDP CONTEXT RE
JECT)」メッセージ１５０９が生成される。
【０１３３】
　ＵＲＬＣトランスポートチャネルの起動は、ＵＮＣによって「ＵＲＬＣ　ＵＴＣ起動要
求(URLC ACTIVATE UTC REQ)」１５１１を送信することによって起動されてもよい。この
メッセージは、「ＰＤＰコンテクスト起動(PDP CONTEXT ACTIVATION)」メッセージ１５１
３にマッピングされ、ＵＥへ送信される。それに応じてＵＥは、「ＰＤＰコンテクスト起
動要求(ACTIVATE PDP CONTEXT REQUEST)」メッセージ１５１５を生成し、それを基地局が
「ＵＲＬＣ　ＵＴＣ起動承認(URLC ACTIVATE UTC ACK)」メッセージ１５１７と「ＰＤＰ
コンテクスト起動受入(ACTIVATE PDP CONTEXT ACCEPT)」メッセージ１５１９の両方にマ
ッピングする。この場合、ＺＡＰは、ＰＤＰコンテクスト起動手順が成功したかどうかを
決定し、そうでない場合には「ＰＤＰコンテクスト起動拒否(ACTIVATE PDP CONTEXT REJE
CT)」メッセージ１５２１を生成する。
【０１３４】
　・ＵＲＬＣトランスポートチャネル停止手順
図１６に示すＵＲＬＣトランスポートチャネル停止手順は、ＵＭＡ定義された手順であり
、ＧＰＲＳ無線インタフェースＰＤＰコンテクスト停止手順にマッピングされる。メッセ
ージの内容は、ＵＭＡ及び３ＧＰＰ仕様に定義された通りであり、従って、本書では説明
しない。トランスポートチャネル停止手順は、ＧＳＭ（登録商標）もＵＭＴＳも同じであ
る。
【０１３５】
　図１６に示すメッセージ交換について以下のステップのシーケンスの中で概説する。
【０１３６】
　ＵＲＬＣトランスポートチャネルの停止は、ＵＥ又はネットワークによって開始されて
もよい。
【０１３７】



(22) JP 5457488 B2 2014.4.2

10

20

30

40

50

　ＵＥが、「ＰＤＰコンテクスト停止要求(DEACTIVATE PDP CONTEXT REQUEST)」メッセー
ジ１６０１を基地局へ送信することによって、ＵＲＬＣトランスポートチャネルの停止を
開始するが、このメッセージは、「ＵＲＬＣ　ＵＴＣ停止要求(URLC DEACTIVATE UTC REQ
)」メッセージ１６０３を生成してＵＮＣ１５２へ送信する。ＵＮＣ１５２は、「ＵＲＬ
Ｃ　ＵＴＣ停止承認(URLC DEACTIVATE UTC ACK)」メッセージ１６０７で応答するが、こ
のメッセージは、基地局によって「ＰＤＰコンテクスト停止受入(DEACTIVATE PDP CONTEX
T ACCEPT)」１６０５にマッピングされ、ＭＳへ送信される。
【０１３８】
　ネットワークは、「ＵＲＬＣ　ＵＴＣ停止要求(URLC DEACTIVATE UTC REQ)」メッセー
ジ１６０９を基地局へ送信することによってＵＲＬＣトランスポートチャネル停止を開始
するが、このメッセージは、「ＰＤＰコンテクスト停止要求(DEACTIVATE PDP CONTEXT RE
QUEST)」メッセージ１６１１を生成してＵＥへ送信する。ＵＥは、「ＰＤＰコンテクスト
停止受入(DEACTIVATE PDP CONTEXT ACCEPT)」メッセージ１６１３で応答するが、このメ
ッセージは基地局によって「ＵＲＬＣ　ＵＴＣ停止承認(URLC DEACTIVATE UTC ACK)」１
６１５にマッピングされてＵＮＣへ送信される。
【０１３９】
　・ページングの手順
図１７に示すページングの手順は、パケット交換サービス用のパケットページング手順と
、回線交換用の通常のページング手順とを含む。どちらのページング手順も、常にネット
ワークによって開始される。メッセージの内容は、ＵＭＡ及び３ＧＰＰ仕様に定義された
通りであり、従って、本書では説明しない。
【０１４０】
　図１７に示すメッセージ交換について以下のステップのシーケンスの中で概説する。
【０１４１】
　パケットページング手順は、「ＵＲＬＣ　ＰＳページ(URLC PS PAGE)」メッセージ１７
０１をＵＮＣから基地局へ送信することによって、ネットワークによって開始され、この
メッセージは、「ページング要求(PAGING REQUEST)」１７０３にマッピングされてＭＳへ
送信される。ＭＳは、「ＬＬＣユニットデータ又はデータ(LLC UNITDATA or DATA)」パケ
ットであればいかなるものでもよいがそのパケット１７０５を基地局へ送信することによ
って応答し、基地局は、そのメッセージを「ＵＲＬＣユニットデータ又はデータ」メッセ
ージ１７０７へマッピングする。
【０１４２】
　回線交換ページング手順は、「ＵＲＲページング要求(URR PAGING REQUEST)」メッセー
ジ１７０９をＵＮＣから基地局へ送信することによって、ネットワークによって開始され
、このメッセージは、「ページング要求」１７１１にマッピングされてＭＳへ送信される
。ＭＳは、「ページング応答(PAGING RESPONSE)」１７１３を基地局へ送信することによ
って応答するが、基地局は、このメッセージを「ＵＲＲページング応答(URR PAGING RESP
ONSE)」メッセージ１７１５にマッピングし、それをＵＮＣへ送信する。
【０１４３】
　ＵＭＴＳページング手順は、「ＵＲＲページング要求(URR PAGING REQUEST)」メッセー
ジ１７１７をＵＮＣから基地局へ送信することによって、ネットワークによって開始され
、このメッセージは、「ページングタイプ１」メッセージ１７１９にマッピングされてＵ
Ｅへ送信される。ＵＥは、「セル更新(CELL UPDATE)」１７２１を基地局へ送信すること
によって応答するが、基地局は「セル更新確認(CELL UPDATE CONFIRM)」１７２５で応答
し、そのメッセージを「ＵＲＲページング応答(URR PAGING RESPONSE)」メッセージ１７
２３にマッピングして、それをＵＮＣへ送信する。
【０１４４】
　・ＧＥＲＡＮからＵＭＡＮへのハンドオーバの手順
図１８に示すＧＥＲＡＮからＵＭＡＮへのシーケンスは、ＭＳがＧＥＲＡＮ上でアクティ
ブな音声呼を有すると想定する。下記のステップが行われる。ここで留意すべきだが、Ｕ
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ＮＣとＭＳＣの間、及びＢＳＳとＭＳＣの間のネットワーク要素シグナリングは、明確に
するために示されているだけである。図示している全てのメッセージの内容は、ＵＭＡ及
び３ＧＰＰ仕様に定義された通りであり、従って、本書では説明しない。
【０１４５】
　図１８に示すメッセージ交換について、以下のステップの中で概説する。
【０１４６】
　ＭＳが、「測定報告(MEASUREMENT REPORT)」１８０１，１８０３，１８０５等を、周囲
のセルの｛ＡＲＦＣＮ，ＢＳＩＣ｝を含むＢＳＳへ、ずっと継続する形で送信する。基地
局１１０｛ＡＲＦＣＮ，ＢＳＩＣ｝は、基地局が送信するＢＣＣＨ搬送波出力が十分であ
って、及び／又は、基地局ＡＲＦＣＮが（ＢＳＳ　ＢＣＣＨ在圏セルによって送信される
システム情報の中に含まれる）ＢＳＣ　ＢＡリストの中で送信されるならば、測定報告に
含まれるであろう。
【０１４７】
　基地局１１０は、在圏及び隣接するＧＥＲＡＮセルに比べて最高の信号レベルを有する
と、ＭＳによって報告されるはずである。
【０１４８】
　ＢＳＳは、基地局１１０｛ＡＲＦＣＮ，ＢＳＩＣ｝をＵＭＡセルＣＧＩに内部的にマッ
ピングする。ＧＥＲＡＮは、「ハンドオーバ必要(HANDOVER REQUIRED)」メッセージ１８
０７をコアネットワーク１３０ＭＳＣへ送信することによって、ＵＭＡセルにハンドオー
バすることを決定する。
【０１４９】
　コアネットワーク１３０は、対象のＵＮＣ１５２が「ハンドオーバ要求(HANDOVER REQU
EST)」メッセージ１８０９を用いてリソースを割当てることを要求する。ＵＮＣ１５２は
、「ハンドオーバ要求」１８０９の中に含まれるＩＭＳＩをＭＳユーザのホーム基地局１
１０にマッピングすべきである。対象のホーム基地局１１０は、ＭＳが現在通信している
基地局１１０であってもよいし、そうでなくてもよい。
【０１５０】
　対象のＵＮＣ１５２は、「ハンドオーバ要求承認(HANDOVER REQUEST ACKNOWLEDGE)」１
８１１を用いて要求を承認して、要求されたハンドオーバを自分がサポートできることを
示すが、またこれは、ＭＳが方向付けられるべきホーム基地局１１０の無線チャネルパラ
メータを示す「ハンドオーバ命令(HANDOVER COMMAND)」の内容を含む。
【０１５１】
　コアネットワーク１３０は、「ハンドオーバ命令」１８１３をＧＥＲＡＮに転送して、
ハンドオーバの準備を完了する。
【０１５２】
　ＧＥＲＡＮは、「ハンドオーバ命令」１８１５をＭＳに送信して、ハンドオーバを基地
局に示す。「ハンドオーバ命令」１８１５は、ＡＲＦＣＮ、ＰＬＭＮカラーコードと、対
象の基地局１１０のＢＳＩＣとを含む。ＭＳは、ハンドオーバが完了するまで、その音声
パスをＧＥＲＡＮからＵＭＡＮへ切り替えない。
【０１５３】
　ＭＳは、「ハンドオーバアクセス(HANDOVER ACCESS)」メッセージ１８１７を用いて基
地局１１０にアクセスする。「ハンドオーバアクセス」メッセージ１８１７に含まれるハ
ンドオーバの参照情報は、「ＵＲＲハンドオーバアクセス(URR HANDOVER ACCESS)」メッ
セージ１８１９の中で、ＵＮＣに渡されるが、それによって、在圏ＵＮＣがハンドオーバ
を「ハンドオーバ要求承認(HANDOVER REQUEST ACKNOWLEDGE)」メッセージ１８１１に相関
させることが可能になる。
【０１５４】
　在圏ＵＮＣ１５２は、基地局及びＭＳとのベアラパスを設定する。
【０１５５】
　基地局１１０は、「ＵＲＲハンドオーバ完了(URR HANDOVER COMPLETE)」メッセージ１
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８２７を送信して、ハンドオーバ手順の完了を示す。ＭＳは、ＧＥＲＡＮユーザプレーン
からＵＭＡＮユーザプレーンへ切り替わる。
【０１５６】
　双方向の音声トラヒック１８３１，１８３３，１８３５が、ＭＳ１２２とコアネットワ
ーク１３０との間で在圏ＵＮＣ１５２を介して流れ始める。
【０１５７】
　対象のＵＮＣが、「ハンドオーバ完了(HANDOVER COMPLETE)」メッセージ１８３７を用
いて、ハンドオーバが完了したことを示す。まだそのようになっていない場合には、コア
ネットワークは、ユーザプレーンを送り側ＧＥＲＡＮから対象のＵＭＡＮに切り替える。
【０１５８】
　その後、必要に応じて、コアネットワーク１３０は、「クリア命令(CLEAR COMMAND)」
１８３９を用いて、送り側ＧＥＲＡＮとの接続を切断する。
【０１５９】
　送り側ＧＥＲＡＮは、「クリア完了(CLEAR COMPLETE)」１８４５を用いて、この呼に割
当てられたＧＥＲＡＮリソースの解放を確認する。
【０１６０】
　・ＵＭＡＮからＧＥＲＡＮへのハンドオーバ手順
図１９に示すＵＭＡＮからＧＥＲＡＮへのシーケンスは、ＭＳがＵＭＡＮ上でアクティブ
な音声呼を有すると想定する。ＭＳが、本発明による基地局１１０の通信範囲から離れ始
める。下記のステップが行われる。ここで留意すべきだが、ＵＮＣとＭＳＣの間、及びＢ
ＳＳとＭＳＣの間のネットワーク要素シグナリングは、明確にするために示されているだ
けである。図示している全てのメッセージの内容は、ＵＭＡ及び３ＧＰＰ仕様に定義され
た通りであり、従って、本書では説明しない。
【０１６１】
　図１９に示すメッセージ交換について、以下のステップの中で概説する。
【０１６２】
　ＵＭＡＮからＧＥＲＡＮへのハンドオーバは、周囲のＧＥＲＡＮ｛ＡＲＦＣＮ、ＢＳＩ
Ｃ｝ＢＣＣＨ搬送波電力レベルのＭＳ測定報告１９０１，１９０５によってトリガされる
。ＵＮＣは、信号強度基準に基づいて、任意で「ＵＲＲ上りリンク品質表示(URR UPLINK 
QUALITY INDICATION)」１９０３を送信してもよい。
【０１６３】
　基地局１１０は、ハンドオーバが必要であることを検出し、「ＵＲＲハンドオーバ必要
(URR HANDOVER REQUIRED)」メッセージ１９０７を在圏ＵＮＣ１５２へ送信して、ハンド
オーバにとって望ましい順にＣＧＩによって識別された、チャネルモードとＧＥＲＡＮセ
ルのリストとを示す。基地局１１０は、周囲のＧＥＲＡＮセルの中のシステム情報メッセ
ージを自分で復号することによってＣＧＩのリストを取得してもよいし、（郵便番号やそ
の他の地理的測位装置によって）その実際の地理的位置に関する適切なデータベースにア
クセスすることによって、ＣＧＩのリストを取得してもよい。
【０１６４】
　在圏ＵＮＣは、「ハンドオーバ必要(HANDOVER REQUIRED)」メッセージ１９０９を用い
てコアネットワーク１３０にシグナリングすることによって、ハンドオーバの準備を開始
する。
【０１６５】
　コアネットワークは、対象のＧＥＲＡＮセルを選択し、「ハンドオーバ要求(HANDOVER 
REQUEST)」１９１１を用いて、必要なリソースを割当てるよう、それに要求する。
【０１６６】
　対象のＧＥＲＡＮは、割当てられたチャネルに関する情報を提供する「ハンドオーバ命
令」メッセージを作成し、それを「ハンドオーバ要求承認(HANDOVER REQUEST ACKNOWLEDG
E)」メッセージ１９１３を通じてコアネットワークへ送信する。
【０１６７】
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　コアネットワークは、ＭＳをＧＥＲＡＮにハンドオーバするため、「ハンドオーバ命令
」メッセージ１９１５を用いて在圏ＵＮＣに信号を送り、ハンドオーバの準備段階を終え
る。
【０１６８】
　在圏ＵＮＣは、対象のリソース割当てについてＧＥＲＡＮによって送信された詳細を含
めて、「ＵＲＲハンドオーバ命令(URR HANDOVER COMMAND)」１９１７を基地局１１０へ送
信する。基地局１１０は、「ハンドオーバ命令」１９１９をＭＳ１２２へ送信して、ＭＳ
がＧＥＲＡＮセルにハンドオーバすべきであることを示す。
【０１６９】
　ＭＳは、対象のＧＥＲＡＮがこのハンドオーバアクセスを、これより前に「ハンドオー
バ必要(HANDOVER REQUIRED)」に応じてコアネットワークに送信された「ハンドオーバ命
令」メッセージと相関させることができるようにするため、ハンドオーバ参照パラメータ
を含む「ハンドオーバアクセス」命令１９２１を送信する。
【０１７０】
　対象のＧＥＲＡＮは、「ハンドオーバ検出(HANDOVER DETECT)」メッセージ１９２３を
用いて、ハンドオーバの検出をコアネットワークに確認する。
【０１７１】
　コアネットワークは、この時点でユーザプレーンを対象のＢＳＳに切り替えてもよい。
【０１７２】
　ＧＥＲＡＮは、ＭＳがＧＥＲＡＮと同期できるようにするため、ＭＳに「物理情報」１
９２７、即ち、タイミングアドバンスを提供する。
【０１７３】
　ＭＳは、「ハンドオーバ完了(HANDOVER COMPLETE)」１９２９を用いて、ハンドオーバ
が完了したことをＧＥＲＡＮに信号で伝える。
【０１７４】
　ＧＥＲＡＮは、「ハンドオーバ完了」メッセージ１９３１を用いて、ハンドオーバの完
了をコアネットワークに確認する。ユーザプレーンがまだ切り替えられていない場合、コ
アネットワークは、ユーザプレーンを対象のＢＳＳに切り替える。
【０１７５】
　双方向の音声トラヒック１９３３，１９３５が現在、ＧＥＲＡＮを介してＭＳとコアネ
ットワークの間を流れている。
【０１７６】
　コアネットワークは、「クリア命令(CLEAR COMMAND)」１９３７を用いて、ＭＳに割当
てられたいかなるリソースをも解放するよう、在圏ＵＮＣに指示する。
【０１７７】
　在圏ＵＮＣは、「ＵＲＲ　ＲＲ解放(URR RR RELEASE)」メッセージ１９３９を用いて、
リソースを解放するよう、基地局１１０に命令する。
【０１７８】
　在圏ＵＮＣは、「クリア完了」メッセージ１９４１を用いて、リソースの解放をコアネ
ットワークに確認する。
【０１７９】
　基地局１１０は、「ＵＲＲ　ＲＲ解放完了(URR RR RELEASE COMPLETE)」メッセージ１
９４３を用いて、リソースの解放を在圏ＵＮＣに確認する。
【０１８０】
　基地局１１０は、最後に、「ＵＲＲ登録解除(URR DEREGISTER)」メッセージ１９４５を
用いて、在圏ＵＮＣへの登録を解除してもよい。
【０１８１】
　・ＲＡＴ間(inter-RAT)のＵＭＴＳからＵＭＡＮ－ＧＥＲＡＮへのハンドオーバ手順
図２０に示すＵＭＴＳからＵＭＡＮ－ＧＥＲＡＮシーケンスは、ＭＳがＵＭＴＳネットワ
ーク上でアクティブな音声呼を有すると想定する。ＲＡＴ（無線アクセス技術）間のハン
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ドオーバ手順を介して、ＵＭＴＳマクロネットワークとＧＥＲＡＮ限定で使用可能なＵＮ
Ｃ及びＺｏｎｅＧａｔｅとの間で、ハンドオーバを発生させることも可能である。下記の
ステップが行われる。ここで留意すべきだが、ＵＮＣとＭＳＣとの間、及びＢＳＳとＭＳ
Ｃとの間のネットワーク要素シグナリングは、明確にするために示されているだけである
。図示している全てのメッセージの内容は、ＵＭＡ及び３ＧＰＰ仕様に定義された通りで
あり、従って、本書では説明しない。
【０１８２】
　図２０に示すメッセージ交換について以下のステップのシーケンスの中で概説する。
【０１８３】
　ＭＳ１２２が、可変の「セル情報リスト(CELL_INFO_LIST)」のうちの「ＲＡＴ間のセル
情報」部分において周囲のＧＥＲＡＮセルを監視するように指示されていた場合、ＭＳは
、周囲のＵＭＴＳセルの｛プライマリ・スクランブルコード、ＵＡＲＦＣＮ、セルＩＤ｝
を含み、そして、周囲のＧＥＲＡＮセルの｛ＡＲＦＣＮ，ＢＳＩＣ｝を含む「測定報告(M
EASUREMENT REPORT)」２００１，２００３，２００５を、ＲＮＳノードＢ基地局へ、ずっ
と継続する形で送信する。基地局１１０｛ＡＲＦＣＮ，ＢＳＩＣ｝は、基地局が送信する
ＢＣＣＨ搬送波電力が十分であって、ＲＡＴ間の測定が可能であるならば、測定報告に含
まれるであろう。
【０１８４】
　基地局１１０は、在圏及び隣接するＵＭＴＳセルに比べて最高の信号レベルを有すると
、ＭＳによって報告されるはずである。
【０１８５】
　ＲＮＳは、基地局１１０｛ＡＲＦＣＮ，ＢＳＩＣ｝をＵＭＡセルＣＧＩに内部的にマッ
ピングする。ＵＭＴＳネットワークは、「移転必要(RELOCATION REQUIRED)」メッセージ
２００７をコアネットワーク３Ｇ－ＭＳＣへ送信することによって、ＵＭＡセルにハンド
オーバすることを決定する。
【０１８６】
　コアネットワークは、「ハンドオーバ要求(HANDOVER REQUEST)」メッセージ２００９を
用いて、ハンドオーバのためのリソースを割当てるよう、対象のＵＮＣに要求する。ＵＮ
Ｃは、「ハンドオーバ要求」の中に含まれているＩＭＳＩをＭＳユーザのホーム基地局１
１０にマッピングすべきである。対象のホーム基地局１１０は、ＭＳが現在通信している
基地局１１０であってもよいし、そうでなくてもよい。
【０１８７】
　対象のＵＮＣは、「ハンドオーバ要求承認(HANDOVER REQUEST ACKNOWLEDGE)」２０１１
を用いて要求を承認して、要求されたハンドオーバを自分がサポートできることを示すが
、またこれは、ＭＳが方向付けられるべきホーム基地局の無線チャネルパラメータを示す
「ハンドオーバ命令」の内容を含む。
【０１８８】
　コアネットワーク３Ｇ－ＭＳＣは、「移転命令(RELOCATION COMMAND)」２０１３をＲＮ
Ｓに転送して、ハンドオーバの準備を完了する。
【０１８９】
　ＵＭＴＳネットワークは、「ＵＴＲＡＮからのハンドオーバ命令(HANDOVER FROM UTRAN
 COMMAND)」２０１５をＭＳに送信して、ハンドオーバを基地局１１０に示す。「ＵＴＲ
ＡＮからのハンドオーバ命令」２０１５は、対象の基地局１１０のＡＲＦＣＮ、ＰＬＭＮ
カラーコードと、対象の基地局１１０のＢＳＩＣとを含む。ＭＳは、ハンドオーバが完了
するまで、その音声パスをＵＭＴＳからＵＭＡＮへ切り替えない。
【０１９０】
　ＭＳは、「ハンドオーバアクセス(HANDOVER ACCESS)」メッセージ２０１７を用いて基
地局にアクセスする。「ハンドオーバアクセス」メッセージ２０１７に含まれるハンドオ
ーバの参照情報は、「ＵＲＲハンドオーバアクセス」メッセージ２０１９の中で、ＵＮＡ
に渡されるが、「ＵＲＲハンドオーバアクセス」メッセージ２０１９は、在圏ＵＮＣがハ
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ンドオーバを「ハンドオーバ要求承認(HANDOVER REQUEST ACKNOWLEDGE)」メッセージ２０
１１に相関できるようにする。
【０１９１】
　在圏ＵＮＣは、基地局１１０及びＭＳとのベアラパスを設定する。
【０１９２】
　基地局１１０は、「ＵＲＲハンドオーバ完了(URR HONDOVER COMPLETE)」メッセージ２
０２７を送信して、ハンドオーバ手順の完了を示す。ＭＳは、ＵＭＴＳユーザプレーンか
らＵＭＡＮユーザプレーンへ切り替わる。
【０１９３】
　双方向の音声トラヒック２０３１，２０３３，２０３５が、ＭＳとコアネットワークと
の間で在圏ＵＮＣを介して流れている。
【０１９４】
　対象のＵＮＣが、「ハンドオーバ完了」メッセージ２０３７を用いて、ハンドオーバが
完了したことを示す。まだそのようになっていない場合には、コアネットワークは、ユー
ザプレーンを送り側ＵＭＴＳから対象のＵＭＡＮに切り替える。
【０１９５】
　コアネットワークは、「解放命令(RELEASE COMMAND)」２０３９を用いて、送り側ＵＭ
ＴＳネットワークとの接続を切断する。
【０１９６】
　送り側ＵＭＴＳネットワークは、「解放完了(RELEASE COMPLETE)」２０４１を用いて、
この呼に割当てられたリソースの解放を確認する。
【０１９７】
　・ＲＡＴ間のＵＭＡＮ－ＧＥＲＡＮからＵＭＴＳへのハンドオーバ手順
図２１に示すＲＡＴ間のＵＭＡＮ－ＧＥＲＡＮからＵＭＴＳへのハンドオーバシーケンス
は、ＭＳがＵＭＡＮが使用可能な基地局ネットワーク上でアクティブな音声呼を有すると
想定する。ＲＡＴ間のハンドオーバ手順を介して、ＧＥＲＡＮ限定でＵＭＡＮが使用可能
な基地局とＵＭＴＳマクロネットワークとの間で、ハンドオーバを発生させることが可能
である。下記のステップが行われる。ここで留意すべきだが、ＵＮＣとＭＳＣの間、及び
ＢＳＳとＭＳＣの間のネットワーク要素シグナリングは、明確にするために示されている
だけである。図示している全てのメッセージの内容は、ＵＭＡ及び３ＧＰＰ仕様に定義さ
れた通りであり、従って、本書では説明しない。
【０１９８】
　図２１に示すメッセージ交換について、以下のステップの中で概説する。
【０１９９】
　ＲＡＴ間のＵＭＡＮからＵＭＴＳマクロネットワークへのハンドオーバは、周囲のマク
ロネットワークＵＭＴＳ｛ＡＲＦＣＮ，ＢＳＩＣ｝ＢＣＣＨ搬送波電力レベルのＭＳ測定
報告２１０１，２１０５によってトリガされる。ＵＮＣは、信号強度基準に基づいて、任
意で「ＵＲＲ上りリンク品質表示(UPLINK QUALITY INDICATION)」２１０３を送信しても
よい。
【０２００】
　基地局１１０は、ハンドオーバが必要であることを検出し、「ＵＲＲハンドオーバ必要
(URR HANDOVER REQUIRED)」メッセージ２１０７を在圏ＵＮＣへ送信して、ハンドオーバ
にとって望ましい順にＣＧＩによって識別された、チャネルモードとＧＥＲＡＮセルのリ
ストとを示す。基地局１１０は、周囲のＧＥＲＡＮセルの中のシステム情報メッセージを
自分で復号することによってＣＧＩのリストを取得してもよいし、（郵便番号やその他の
地理的測位装置によって）自分の実際の地理的位置に関する適切なデータベースにアクセ
スすることによって、ＣＧＩのリスト（及びそれらに対応するＡＲＦＣＮ，ＢＳＩＣ）を
取得してもよい。
【０２０１】
　在圏ＵＮＣは、「ハンドオーバ必要(HANDOVER REQUIRED)」メッセージ２１０９を用い
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てコアネットワークにシグナリングすることによって、ハンドオーバの準備を開始する。
【０２０２】
　コアネットワークは、対象のＵＭＴＳセルを選択し、「移転要求」２１１１を用いて、
必要なリソースを割当てるよう、それに要求する。
【０２０３】
　対象のＵＭＴＳ　ＲＮＳは、割当てられたチャネルに関する情報を提供する「ハンドオ
ーバ命令(HANDOVER COMMAND)」メッセージを作成し、それを「移転要求承認(RELOCATION 
REQUEST ACKNOWLEDGE)」メッセージ２１１３を通じてコアネットワークへ送信する。
【０２０４】
　コアネットワークは、ＭＳをＵＭＴＳネットワークにハンドオーバするため、「ハンド
オーバ命令」メッセージ２１１５を用いて在圏ＵＮＣに信号を送り、ハンドオーバの準備
段階を終える。
【０２０５】
　在圏ＵＮＣは、対象のリソース割当てについてＵＭＴＳネットワークによって送信され
た詳細を含めて、「ＵＲＲハンドオーバ命令」２１１７を基地局１１０へ送信する。基地
局１１０は、「ＵＴＲＡＮへのハンドオーバ命令(HANDOVER TO UTRAN COMMAND)」２１１
９をＭＳへ送信して、ＭＳがＵＴＭＳセルにハンドオーバすべきであることを示す。
【０２０６】
　ＭＳが、ＭＳからの低位レイヤの送信が原因で、対象のＵＭＴＳネットワークＲＮＳに
よって検出される。対象のＲＮＳは、「移転検出(RELOCATION DETECT)」メッセージ２１
２１を用いて、ハンドオーバの検出をコアネットワークに確認する。
【０２０７】
　コアネットワークは、この時点でユーザプレーンを対象のＲＮＳに切り替えてもよい。
【０２０８】
　いったんＭＳがＵＭＴＳ　ＲＮＳと同期したら、ＭＳは、「ハンドオーバ完了(HANDOVE
R COMPLETE)」２１２５を用いて、ハンドオーバが完了したことを信号で伝える。
【０２０９】
　ＵＭＴＳ　ＲＮＳは、「移転完了(RELOCATION COMPLETE)」メッセージ２１２７を用い
て、ハンドオーバの完了をコアネットワークに確認する。ユーザプレーンがまだ切り替え
られていない場合、コアネットワークは、ユーザプレーンを対象のＲＮＳに切り替える。
【０２１０】
　双方向のユーザプレーントラヒック２１２９，２１３５が現在、ＵＭＴＳコアネットワ
ークを介してＭＳとコアネットワークの間を流れている。
【０２１１】
　コアネットワークは、「クリア命令(CLEAR COMMAND)」２１３３を用いて、ＭＳに割当
てられたいかなるリソースをも解放するよう、在圏ＵＮＣに指示する。
【０２１２】
　在圏ＵＮＣは、「ＵＲＲ　ＲＲ解放(URR RR RELEASE)」メッセージ２１３５を用いて、
リソースを解放するよう、基地局１１０に命令する。
【０２１３】
　在圏ＵＮＣは、「クリア完了(CLEAR COMPLETE)」メッセージ２１３７を用いて、リソー
スの解放をコアネットワークに確認する。
【０２１４】
　基地局１１０は、「ＵＲＲ　ＲＲ解放完了」メッセージ２１３９を用いて、リソースの
解放を在圏ＵＮＣに確認する。
【０２１５】
　基地局１１０は、最後に、「ＵＲＲ登録解除(URR DEREGISTER)」メッセージ２１４１を
用いて、在圏ＵＮＣへの登録を解除してもよい。
【０２１６】
　・ＵＭＴＳからＵＭＡＮ－ＵＭＴＳへのハンドオーバ
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図２２に示すＵＭＴＳからＵＭＡＮ－ＵＭＴＳシーケンスは、ＵＥがＵＭＴＳネットワー
ク上でアクティブな音声呼を有すると想定する。下記のステップが行われる。
【０２１７】
　ＵＥが、周囲のＵＭＴＳセルの｛プライマリスクランブルコード、ＵＡＲＦＣＮ、セル
ＩＤ｝を含む「測定報告(MEASUREMENT REPORT)」２２０１，２２０３を、ＲＮＳノードＢ
基地局へ、ずっと継続する形で送信する。
【０２１８】
　基地局１１０は、在圏及び隣接するＵＭＴＳセルに比べて最高の信号レベルを有すると
、ＵＥによって報告されるはずである。
【０２１９】
　ＲＮＳは、基地局１１０｛プライマリスクランブルコード、ＵＡＲＦＣＮ、セルＩＤ｝
をＵＭＡセルＣＧＩに内部的にマッピングする。ＵＭＴＳネットワークは、「移転必要(R
ELOCATION REQUIRED)」メッセージ２２０５をコアネットワーク３Ｇ－ＭＳＣへ送信する
ことによって、ＵＭＡセルにハンドオーバすることを決定する。
【０２２０】
　コアネットワークは、「移転要求」メッセージ２２０７を用いて、ハンドオーバのため
のリソースを割当てるよう、対象のＵＮＣに要求する。ＵＮＣは、「移転要求」２２０７
の中に含まれているＩＭＳＩをＵＥユーザのホーム基地局１１０にマッピングすべきであ
る。対象のホーム基地局１１０は、ＵＥが現在通信している基地局１１０であってもよい
し、そうでなくてもよい。
【０２２１】
　対象のＵＮＣは、「移転要求承認(RELOCATION REQUEST ACKNOWLEDGE)」２２０９を用い
て要求を承認して、要求されたハンドオーバを自分がサポートできることを示すが、また
これは、ＵＥが方向付けられるべきホーム基地局の無線チャネルパラメータを示す「移転
命令(RELOCATION COMMAND)」の内容を含む。
【０２２２】
　コアネットワーク３Ｇ－ＭＳＣは、「移転命令」２２１１をＲＮＳに転送して、ハンド
オーバの準備を完了する。
【０２２３】
　ＵＭＴＳネットワークは、「物理チャネル再構成(PHYSICAL CHANNEL RECONFIGURATION)
」２２１３をＵＥに送信して、ハンドオーバを基地局１１０に示す。「物理チャネル再構
成」は、対象の基地局の物理チャネル情報を含む。ＵＥは、ハンドオーバが完了するまで
、その音声パスをＵＭＴＳからＵＭＡＮへ切り替えない。
【０２２４】
　ＵＥが、レイヤ１同期とレイヤ２リンク確立とを通じて、基地局１１０によって検出さ
れる。「ＵＲＲハンドオーバアクセス(URR HANDOVER ACCESS)」メッセージ２２１５が、
基地局からＵＮＣへ送信され、それによって、在圏ＵＮＣがハンドオーバを「移転要求承
認」メッセージに相関させることが可能になる。
【０２２５】
　在圏ＵＮＣは、基地局１１０及びＵＥとのベアラパスを設定する。
【０２２６】
　「物理チャネル再構成完了(PHYSICAL CHANNEL RECONFIGURATION COMPLETE)」２２１９
をＵＥから受信すると同時に、基地局は、「ＵＲＲハンドオーバ完了(URR HANDOVER COMP
LETE)」メッセージ２２２１を送信して、ハンドオーバ手順の完了を示す。ＵＮＣが、「
再移転検出(RELOCATION DETECT)」２２２３をＭＳＣへ送信する。
【０２２７】
　ＵＥが、ＵＭＴＳユーザプレーンをＵＭＡＮユーザプレーンに切り替える。双方向の音
声トラヒック及び／又はデータトラヒック２２２５，２２２７，２２２９が、在圏ＵＮＣ
を介してＵＥとコアネットワークの間を流れている。
【０２２８】
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　対象のＵＮＣが、「移転完了(RELOCATION COMPLETE)」メッセージ２２３１を用いて、
ハンドオーバが完了したことを示す。まだそのようになっていない場合には、コアネット
ワークは、ユーザプレーンを送り側ＵＭＴＳから対象のＵＭＡＮに切り替える。
【０２２９】
　コアネットワークは、「解放命令(RELEASE COMMAND)」２２３５を用いて、送り側ＵＭ
ＴＳネットワークとの接続を切断する。
【０２３０】
　送り側ＵＭＴＳネットワークは、「解放完了(RELEASE COMPLETE)」２２３７を用いて、
この呼に割当てられたリソースの解放を確認する。
【０２３１】
　・ＵＭＡＮ－ＵＭＴＳからＵＭＴＳへのハンドオーバ
図２３に示すＵＭＡＮ－ＵＭＴＳからＵＭＴＳへのシーケンスは、ＵＥがＵＭＴＳモード
においてＵＭＡＮ上でアクティブな音声呼又はデータ呼を有すると想定する。ＵＥが基地
局１１０の通信範囲を離れ始める。下記のステップが行われる。
【０２３２】
　図２３に示すメッセージ交換について、以下のステップの中で概説する。
【０２３３】
　ＵＭＡＮからＵＭＴＳマクロネットワークへのハンドオーバは、周囲のマクロネットワ
ークＵＭＴＳ｛プライマリスクランブルコード、ＵＡＲＦＣＮ、セルＩＤ｝ＢＣＣＨ搬送
波電力レベルのＵＥ測定報告２３０１，２３０５によってトリガされる。ＵＮＣは、信号
強度基準に基づいて、任意で「ＵＲＲ上りリンク品質表示(URR UPLINK QUALITY INDICATI
ON)」２３０３を送信してもよい。
【０２３４】
　基地局１１０は、ハンドオーバが必要であることを検出し、「ＵＲＲハンドオーバ必要
(URR HANDOVER REQUIRED)」メッセージ２３０７を在圏ＵＮＣへ送信して、ハンドオーバ
にとって望ましい順にＣＧＩによって識別された、周囲のＵＭＴＳセルのリストを示す。
基地局１１０は、周囲のＵＭＴＳセルの中のシステム情報メッセージを自分で復号するこ
とによってＣＧＩのリストを取得してもよいし、（郵便番号やその他の地理的測位装置に
よって）自分の実際の地理的位置に関する適切なデータベースにアクセスすることによっ
て、ＣＧＩのリスト（及びそれらに対応するＵＡＲＦＣＮ、プライマリスクランブルコー
ド）を取得してもよい。
【０２３５】
　在圏ＵＮＣは、「移転必要(RELOCATION REQUIRED)」メッセージ２３０９を用いてコア
ネットワークにシグナリングすることによって、ハンドオーバの準備を開始する。
【０２３６】
　コアネットワークは、対象のＵＭＴＳセルを選択し、「移転要求(RELOCATION REQUEST)
」２３１１を用いて、必要なリソースを割当てるよう、それに要求する。
【０２３７】
　対象のＵＭＴＳ　ＲＮＳは、割当てられたチャネルに関する情報を提供する「移転命令
(RELOCATION COMMAND)」メッセージを作成し、それを「移転要求承認(RELOCATION REQUES
T ACKNOWLEDGE)」メッセージ２３１３を通じてコアネットワークへ送信する。
【０２３８】
　コアネットワークは、ＵＥをＵＭＴＳネットワークにハンドオーバするため、「移転命
令」メッセージ２３１５を用いて在圏ＵＮＣに信号を送り、ハンドオーバの準備段階を終
える。
【０２３９】
　在圏ＵＮＣは、対象のリソース割当てについてＵＭＴＳネットワークによって送信され
た詳細を含めて、「ＵＲＲハンドオーバ命令(URR HANDOVER COMMAND)」２３１７を基地局
１１０へ送信する。基地局１１０は、「物理チャネル再構成(PHYSICAL CHANNEL RECONFIG
URATION)」２３１９をＵＥへ送信して、ＵＥがＵＴＭＳセルにハンドオーバすべきである
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ことを示す。
【０２４０】
　ＵＥが、ＵＥからの低位レイヤの送信が原因で、対象のＵＭＴＳネットワークＲＮＳに
よって検出される。対象のＲＮＳは、「移転検出(RELOCATION DETECT)」メッセージ２３
２１を用いて、ハンドオーバの検出をコアネットワークに確認する。
【０２４１】
　コアネットワークは、この時点でユーザプレーンを対象のＲＮＳに切り替えてもよい。
【０２４２】
　一旦、ＵＥがＵＭＴＳ　ＲＮＳと同期したら、ＵＥは、「物理チャネル再構成完了(PHY
SICAL CHANNEL RECONFIGURATION COMPLETE)」２３２５を用いて、ハンドオーバが完了し
たことを信号で伝える。
【０２４３】
　ＵＭＴＳ　ＲＮＳは、「移転完了」メッセージ２３２７を用いて、ハンドオーバの完了
をコアネットワークに確認する。ユーザプレーンがまだ切り替えられていない場合、コア
ネットワークは、ユーザプレーンを対象のＲＮＳに切り替える。
【０２４４】
　双方向のユーザプレーントラヒック２３２９，２３３１が現在、ＵＭＴＳコアネットワ
ークを介してＵＥとコアネットワークの間を流れている。
【０２４５】
　コアネットワークは、「解放命令(RELEASE COMMAND)」２３３３を用いて、ＵＥに割当
てられたいかなるリソースをも解放するよう、在圏ＵＮＣに指示する。
【０２４６】
　在圏ＵＮＣは、「ＵＲＲ　ＲＲ解放(URR RR RELEASE)」メッセージ２３３５を用いて、
リソースを解放するよう、基地局１１０に命令する。
【０２４７】
　在圏ＵＮＣは、「解放完了(RELEASE COMPLETE)」メッセージ２３３７を用いて、リソー
スの解放をコアネットワークに確認する。
【０２４８】
　基地局は、「ＵＲＲ　ＲＲ解放完了(URR RR RELEASE COMPLETE)」メッセージ２３３９
を用いて、リソースの解放を在圏ＵＮＣに確認する。
【０２４９】
　基地局１１０は、最後に、「ＵＲＲ登録解除(URR DEREGISTER)」メッセージ２３４１を
用いて、在圏ＵＮＣへの登録を解除してもよい。
【０２５０】
　・ＲＡＴ間のＧＥＲＡＮからＵＭＡＮ－ＵＭＴＳへのハンドオーバ
図２４に示すＧＥＲＡＮからＵＭＡＮ－ＵＭＴＳへのシーケンスは、ＵＥがＧＥＲＡＮ上
でアクティブな音声呼を有すると想定する。下記のステップが行われる。
【０２５１】
　マルチバンドＵＥが、周囲のＧＥＲＡＮセルの｛ＡＲＦＣＮ，ＢＳＩＣ｝と、そして、
周囲のＵＭＴＳセルの｛プライマリスクランブルコード、ＵＡＲＦＣＮ、セルＩＤ｝とを
含む測定報告(MEASUREMENT REPORT)２４０１，２４０３，２４０５を、ＢＳＳへ、ずっと
継続する形で送信する。
【０２５２】
　基地局１１０は、在圏及び隣接するＧＥＲＡＮセルに比べて最高の信号レベルを有する
と、ＵＥによって報告されるはずである。
【０２５３】
　ＢＳＳは、基地局１１０｛プライマリスクランブルコード、ＵＡＲＦＣＮ、セルＩＤ｝
をＵＭＡセルＣＧＩに内部的にマッピングする。ＧＥＲＡＮは、「ハンドオーバ必要(HAN
DOVER REQUIRED)」メッセージ２４０７をコアネットワークＭＳＣへ送信することによっ
て、ＵＭＡセルにハンドオーバすることを決定する。
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【０２５４】
　コアネットワークは、「移転要求(RELOCATION REQUEST)」メッセージ２４０９を用いて
、ハンドオーバのためのリソースを割当てるよう、対象のＵＮＣに要求する。ＵＮＣは、
「移転要求」の中に含まれているＩＭＳＩをＵＥユーザのホーム基地局１１０にマッピン
グすべきである。対象のホーム基地局１１０は、ＵＥが現在通信している基地局１１０で
あってもよいし、そうでなくてもよい。
【０２５５】
　対象のＵＮＣは、「移転要求承認(RELOCATION REQUEST ACKNOWLEDGE)」２４１１を用い
て要求を承認して、要求されたハンドオーバを自分がサポートできることを示すが、また
これは、ＵＥが方向付けられるべきホーム基地局の無線チャネルパラメータを示す「ハン
ドオーバ命令(HANDOVER COMMAND)」の内容を含む。
【０２５６】
　コアネットワークは、「ハンドオーバ命令」２４１３をＧＥＲＡＮに転送して、ハンド
オーバの準備を完了する。
【０２５７】
　ＧＥＲＡＮは、「ＵＴＲＡＮへのハンドオーバ命令(HANDOVER TO UTRAN COMMAND)」２
４１５をＵＥに送信して、ハンドオーバを基地局１１０に示す。「ＵＴＲＡＮへのハンド
オーバ命令」は、対象の基地局１１０のＵＡＲＦＣＮとプライマリスクランブルコードと
を含む。ＵＥは、ハンドオーバが完了するまで、その音声パスをＧＥＲＡＮからＵＭＡＮ
へ切り替えない。
【０２５８】
　ＵＥが、「ＵＴＲＡＮへのハンドオーバ完了(HANDOVER TO UTRAN COMPLETE)」メッセー
ジ２４１７を用いて基地局１１０にアクセスする。メッセージに含まれるハンドオーバの
参照情報は、「ＵＲＲハンドオーバアクセス(URR HANDOVER ACCESS)」メッセージ２４１
９の中で、ＵＮＣに渡されるが、それによって、在圏ＵＮＣがハンドオーバを「移転要求
承認(RELOCATION REQUEST ACKNOWLEDGE)」メッセージに相関させることが可能になる。
【０２５９】
　在圏ＵＮＣは、基地局１１０及びＵＥとのベアラパスを設定する。
【０２６０】
　基地局は、「ＵＲＲハンドオーバ完了(URR HANDOVER COMPLETE)」メッセージ２４２３
を送信して、ハンドオーバ手順の完了を示す。ＵＥは、ＧＥＲＡＮユーザプレーンからＵ
ＭＡＮユーザプレーンへ切り替わる。
【０２６１】
　双方向の音声トラヒック及び／又はデータトラヒック２４２７，２４２９，２４３１が
、ＵＥとコアネットワークとの間で在圏ＵＮＣを介して流れている。
【０２６２】
　対象のＵＮＣが、「移転完了(RELOCATION COMPLETE)」メッセージ２４３３を用いて、
ハンドオーバが完了したことを示す。まだそのようになっていない場合には、コアネット
ワークは、ユーザプレーンを送り側ＧＥＲＡＮから対象のＵＭＡＮに切り替える。
【０２６３】
　コアネットワークは、「クリア命令(CLEAR COMMAND)」２４３５を用いて、送り側ＧＥ
ＲＡＮとの接続を切断する。
【０２６４】
　送り側ＧＥＲＡＮは、「クリア完了(CLEAR COMPLETE)」２４４１を用いて、この呼に割
当てられたＧＥＲＡＮリソースの解放を確認する。
【０２６５】
　・ＵＭＴＳからＵＭＡＮ－ＵＭＴＳへのハンドオーバ
図２５に示すＵＭＴＳからＵＭＡＮ－ＵＭＴＳへのシーケンスは、ＵＥがＵＭＴＳネット
ワーク上でアクティブな音声呼を有すると想定する。下記のステップが行われる。
【０２６６】
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　ＵＥが、周囲のＵＭＴＳセルの｛プライマリスクランブルコード、ＵＡＲＦＣＮ、セル
ＩＤ｝を含む「測定報告(MEASUREMENT REPORT)」２５０１，２５０３を、ＲＮＳノードＢ
基地局へ、ずっと継続する形で送信する。
【０２６７】
　基地局１１０は、在圏及び隣接するＵＭＴＳセルに比べて最高の信号レベルを有すると
、ＵＥによって報告されるはずである。
【０２６８】
　ＲＮＳは、基地局１１０｛プライマリスクランブルコード、ＵＡＲＦＣＮ、セルＩＤ｝
をＵＭＡセルＣＧＩに内部的にマッピングする。ＵＭＴＳネットワークは、「移転必要(R
ELOCATION REQUIRED)」メッセージ２５０５をコアネットワーク３Ｇ－ＭＳＣへ送信する
ことによって、ＵＭＡセルにハンドオーバすることを決定する。
【０２６９】
　コアネットワークは、「移転要求(RELOCATION REQUEST)」メッセージ２５０７を用いて
、ハンドオーバのためのリソースを割当てるよう、対象のＵＮＣに要求する。ＵＮＣは、
「移転要求」の中に含まれているＩＭＳＩをＵＥユーザのホーム基地局１１０にマッピン
グすべきである。対象のホーム基地局１１０は、ＵＥが現在通信している基地局１１０で
あってもよいし、そうでなくてもよい。
【０２７０】
　対象のＵＮＣは、「移転要求承認(RELOCATION REQUEST ACKNOWLEDGE)」２５０９を用い
て要求を承認して、要求されたハンドオーバを自分がサポートできることを示すが、また
これは、ＵＥが方向付けられるべきホーム基地局の無線チャネルパラメータを示す「移転
命令(RELOCATION COMMAND)」の内容を含む。
【０２７１】
　コアネットワーク３Ｇ－ＭＳＣは、「移転命令(RELOCATION COMMAND)」２５１１をＲＮ
Ｓに転送して、ハンドオーバの準備を完了する。
【０２７２】
　ＵＭＴＳネットワークは、「物理チャネル再構成(PHYSICAL CHANNEL RECONFIGURATION)
」２５１３をＵＥに送信して、ハンドオーバを基地局１１０に示す。「物理チャネル再構
成」２５１３は、対象の基地局の物理チャネル情報を含む。ＵＥは、ハンドオーバが完了
するまで、その音声パスをＵＭＴＳからＵＭＡＮへ切り替えない。
【０２７３】
　ＵＥが、レイヤ１同期とレイヤ２リンク確立とを通じて、基地局１１０によって検出さ
れる。「ＵＲＲハンドオーバアクセス(URR HANDOVER ACCESS)」メッセージ２５１５が、
基地局からＵＮＣへ送信され、それによって、在圏ＵＮＣがハンドオーバを「移転要求承
認(RELOCATION REQUEST ACKNOWLEDGE)」メッセージに相関させることが可能になる。
【０２７４】
　在圏ＵＮＣは、基地局１１０及びＵＥとのベアラパスを設定する。
【０２７５】
　「物理チャネル再構成完了(PHYSICAL CHANNEL RECONFIGURATION COMPLETE)」２５１９
をＵＥから受信すると同時に、基地局は、「ＵＲＲハンドオーバ完了(URR HANDOVER COMP
LETE)」メッセージ２５２１を送信して、ハンドオーバ手順の完了を示す。ＵＮＣが、「
再構成検出(RELOCATION DETECT)」２５２３をＭＳＣへ送信する。
【０２７６】
　ＵＥが、ＵＭＴＳユーザプレーンからＵＭＡＮユーザプレーンに切り替える。双方向の
音声トラヒック及び／又はデータトラヒック２５２５，２５２７，２５２９が、在圏ＵＮ
Ｃを介してＵＥとコアネットワークの間を流れている。
【０２７７】
　対象のＵＮＣが、「移転完了(RELOCATION COMPLETE)」メッセージ２５３１を用いて、
ハンドオーバが完了したことを示す。まだそのようになっていない場合には、コアネット
ワークは、ユーザプレーンを送り側ＵＭＴＳから対象のＵＭＡＮに切り替える。
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【０２７８】
　コアネットワークは、「解放命令(RELEASE COMMAND)」２５３３を用いて、送り側ＵＭ
ＴＳネットワークとの接続を切断する。
【０２７９】
　送り側ＵＭＴＳネットワークは、「解放完了(RELEASE COMPLETE)」２５３５を用いて、
この呼に割当てられたリソースの解放を確認する。
【０２８０】
　・ＵＭＡＮ－ＵＭＴＳからＵＭＴＳへのハンドオーバ
図２６に示すＵＭＡＮ－ＵＭＴＳからＵＭＴＳへのシーケンスは、ＵＥがＵＭＴＳモード
において、ＵＭＡＮ上でアクティブな音声呼又はデータ呼を有すると想定する。ＵＥが基
地局１１０の通信範囲を離れ始める。図２６に示すメッセージ交換について、以下のステ
ップのシーケンスの中で概説する。
【０２８１】
　ＵＭＡＮからＵＭＴＳマクロネットワークへのハンドオーバは、周囲のマクロネットワ
ークＵＭＴＳ｛プライマリスクランブルコード、ＵＡＲＦＣＮ、セルＩＤ｝ＢＣＣＨ搬送
波電力レベルのＵＥ測定報告２６０１，２６０５によってトリガされる。ＵＮＣは、信号
強度基準に基づいて、任意で「ＵＲＲ上りリンク品質表示(URR UPLINK QUALITY INDICATI
ON)」２６０３を送信してもよい。
【０２８２】
　基地局１１０は、ハンドオーバが必要であることを検出し、「ＵＲＲハンドオーバ必要
(URR HANDOVER REQUIRED)」メッセージ２６０７を在圏ＵＮＣへ送信して、ハンドオーバ
にとって望ましい順にＣＧＩによって識別された、周囲のＵＭＴＳセルのリストを示す。
基地局は、周囲のＵＭＴＳセルの中のシステム情報メッセージを自分で復号することによ
ってＣＧＩのリストを取得してもよいし、（郵便番号やその他の地理的測位装置によって
）自分の実際の地理的位置に関する適切なデータベースにアクセスすることによって、Ｃ
ＧＩのリスト（及びそれらに対応するＵＡＲＦＣＮ、プライマリスクランブルコード）を
取得してもよい。
【０２８３】
　在圏ＵＮＣは、「移転必要(RELOCATION REQUIRED)」メッセージ２６０９を用いてコア
ネットワークにシグナリングすることによって、ハンドオーバの準備を開始する。
【０２８４】
　コアネットワークは、対象のＵＭＴＳセルを選択し、「移転要求(RELOCATION REQUEST)
」２６０９を用いて、必要なリソースを割当てるよう、それに要求する。
【０２８５】
　対象のＵＭＴＳ　ＲＮＳは、割当てられたチャネルに関する情報を提供する「移転命令
(RELOCATION COMMAND)」メッセージを作成し、それを「移転要求承認(RELOCATION REQUES
T ACKNOWLEDGE)」メッセージ２６１３を通じてコアネットワークへ送信する。
【０２８６】
　コアネットワークは、ＵＥをＵＭＴＳネットワークにハンドオーバするため、「移転命
令(RELOCATION COMMAND)」メッセージ２６１５を用いて在圏ＵＮＣに信号を送り、ハンド
オーバの準備段階を終える。
【０２８７】
　在圏ＵＮＣは、対象のリソース割当てについてＵＭＴＳネットワークによって送信され
た詳細を含めて、「ＵＲＲハンドオーバ命令(URR HANDOVER COMMAND)」２６１７を基地局
１１０へ送信する。基地局１１０は、「物理チャネル再構成(PHYSICAL CHANNEL RECONFIG
URATION)」２６１９をＵＥへ送信して、ＵＥがＵＴＭＳセルにハンドオーバすべきである
ことを示す。
【０２８８】
　ＵＥが、ＵＥからの低位レイヤの送信が原因で、対象のＵＭＴＳネットワークＲＮＳに
よって検出される。対象のＲＮＳは、「移転検出(RELOCATION DETECT)」メッセージ２６
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２１を用いて、ハンドオーバの検出をコアネットワークに確認する。
【０２８９】
　コアネットワークは、この時点で、ユーザプレーンを対象のＲＮＳに切り替えてもよい
。
【０２９０】
　一旦、ＵＥがＵＭＴＳ　ＲＮＳと同期したら、ＵＥは、「物理チャネル再構成完了(PHY
SICAL CHANNEL RECONFIGURATION COMPLETE)」２６２５を用いて、ハンドオーバが完了し
たことを信号で伝える。
【０２９１】
　ＵＭＴＳ　ＲＮＳは、「移転完了(RELOCATION COMPLETE)」メッセージ２６２７を用い
て、ハンドオーバの完了をコアネットワークに確認する。ユーザプレーンがまだ切り替え
られていない場合、コアネットワークは、ユーザプレーンを対象のＲＮＳに切り替える。
【０２９２】
　双方向のユーザプレーントラヒック２６２９，２６３１が現在、ＵＭＴＳコアネットワ
ークを介してＵＥとコアネットワークの間を流れている。
【０２９３】
　コアネットワークは、「解放命令(RELEASE COMMAND)」２６３３を用いて、ＵＥに割当
てられたいかなるリソースをも解放するよう、在圏ＵＮＣに指示する。
【０２９４】
　在圏ＵＮＣは、「ＵＲＲ　ＲＲ解放(URR RR RELEASE)」メッセージ２６３５を用いて、
リソースを解放するよう、基地局１１０に命令する。
【０２９５】
　在圏ＵＮＣは、「解放完了(RELEASE COMPLETE)」メッセージ２６３７を用いて、リソー
スの解放をコアネットワークに確認する。
【０２９６】
　基地局１１０は、「ＵＲＲ　ＲＲ解放完了(URR RR RELEASE COMPLETE)」メッセージ２
６３９を用いて、リソースの解放を在圏ＵＮＣに確認する。
【０２９７】
　基地局１１０は、最後に、「ＵＲＲ登録解除(URR DEREGISTER)」メッセージ２６４１を
用いて、在圏ＵＮＣへの登録を解除してもよい。
【０２９８】
　・ＲＡＴ間のＧＥＲＡＮからＵＭＡＮ－ＵＭＴＳへのハンドオーバ
図２７に示すＧＥＲＡＮからＵＭＡＮ－ＵＭＴＳへのシーケンスは、ＵＥがＧＥＲＡＮ上
で、アクティブな音声呼を有すると想定する。図２７に示すメッセージ交換について、以
下のステップのシーケンスの中で概説する。
【０２９９】
　マルチバンドＵＥが、周囲のＧＥＲＡＮセルの｛ＡＲＦＣＮ，ＢＳＩＣ｝と、そして、
周囲のＵＭＴＳセルの｛プライマリスクランブルコード、ＵＡＲＦＣＮ、セルＩＤ｝とを
含む測定報告２７０１，２７０３，２７０５を、ＢＳＳへ、ずっと継続する形で送信する
。
【０３００】
　基地局１１０は、在圏及び隣接するＧＥＲＡＮセルに比べて最高の信号レベルを有する
と、ＵＥによって報告されるはずである。
【０３０１】
　ＢＳＳは、基地局１１０｛プライマリスクランブルコード、ＵＡＲＦＣＮ、セルＩＤ｝
をＵＭＡセルＣＧＩに内部的にマッピングする。ＧＥＲＡＮは、「ハンドオーバ必要(HAN
DOVER REQUIRED)」メッセージ２７０７をコアネットワークＭＳＣへ送信することによっ
て、ＵＭＡセルにハンドオーバすることを決定する。
【０３０２】
　コアネットワークは、「移転要求(RELOCATION REQUEST)」メッセージ２７０９を用いて
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、ハンドオーバのためのリソースを割当てるよう、対象のＵＮＣに要求する。ＵＮＣは、
「移転要求」の中に含まれているＩＭＳＩをＵＥユーザのホーム基地局１１０にマッピン
グすべきである。対象のホーム基地局１１０は、ＵＥが現在通信している基地局１１０で
あってもよいし、そうでなくてもよい。
【０３０３】
　対象のＵＮＣは、「移転要求承認(RELOCATION REQUEST ACKNOWLEDGE)」２７１１を用い
て要求を承認して、要求されたハンドオーバを自分がサポートできることを示すが、また
これは、ＵＥが方向付けられるべきホーム基地局の無線チャネルパラメータを示す「ハン
ドオーバ命令(HANDOVER COMMAND)」の内容を含む。
【０３０４】
　コアネットワークは、「ハンドオーバ命令」２７１３をＧＥＲＡＮに転送して、ハンド
オーバの準備を完了する。
【０３０５】
　ＧＥＲＡＮは、「ＵＴＲＡＮへのハンドオーバ命令(HANDOVER TO UTRAN COMMAND)」２
７１５をＵＥに送信して、ハンドオーバを基地局１１０に示す。「ＵＴＲＡＮへのハンド
オーバ命令」は、対象の基地局のＵＡＲＦＣＮと、プライマリスクランブルコードとを含
む。ＵＥは、ハンドオーバが完了するまで、その音声パスをＧＥＲＡＮからＵＭＡＮへ切
り替えない。
【０３０６】
　ＵＥが、「ＵＴＲＡＮへのハンドオーバ完了(HANDOVER TO UTRAN COMPLETE)」メッセー
ジ２７１７を用いて基地局１１０にアクセスする。メッセージに含まれるハンドオーバの
参照情報は、「ＵＲＲハンドオーバアクセス(URR HANDOVER ACCESS)」メッセージ２７１
９の中で、ＵＮＣに渡されるが、それによって、在圏ＵＮＣがハンドオーバを「移転要求
承認(RELOCATION REQUEST ACKNOWLEDGE)」メッセージに相関させることが可能になる。
【０３０７】
　在圏ＵＮＣは、基地局１１０及びＵＥとのベアラパスを設定する。
【０３０８】
　基地局１１０は、「ＵＲＲハンドオーバ完了(URR HANDOVER COMPLETE)」メッセージ２
７２３を送信して、ハンドオーバ手順の完了を示す。ＵＥは、ＧＥＲＡＮユーザプレーン
からＵＭＡＮユーザプレーンへ切り替わる。
【０３０９】
　双方向の音声トラヒック及び／又はデータトラヒック２７２７，２７２９，２７３１が
、ＵＥとコアネットワークとの間で在圏ＵＮＣを介して流れている。
【０３１０】
　対象のＵＮＣが、「移転完了(RELOCATION COMPLETE)」メッセージ２７３３を用いて、
ハンドオーバが完了したことを示す。まだそのようになっていない場合には、コアネット
ワークは、ユーザプレーンを送り側ＧＥＲＡＮから対象のＵＭＡＮに切り替える。
【０３１１】
　コアネットワークは、「クリア命令(CLEAR COMMAND)」２７３５を用いて、送り側ＧＥ
ＲＡＮとの接続を切断する。
【０３１２】
　送り側ＧＥＲＡＮは、「クリア完了(CLEAR COMPLETE)」２７４１を用いて、この呼に割
当てられたＧＥＲＡＮリソースの解放を確認する。
【０３１３】
　基地局１１０は、店舗、バー、レストラン、その他の公共の場で利用される「パブリッ
クアクセス」システムとしての使用と、そして、家庭やオフィスで利用される限定アクセ
スシステムとしての使用が企画されている。
【０３１４】
　パブリックアクセスとしての利用については、基地局１１０は、保有するオペレータの
ネットワークと同じ公衆陸上移動通信網（ＰＬＭＮ: Public Land Mobile Network）識別
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子を使って自分を識別するであろう。基地局１１０の受信信号強度が他の基地局の受信信
号強度を上回る場合、基地局１１０は、移動局が移動してくるネットワーク内で別の基地
局として現れる。
【０３１５】
　家庭やオフィスの利用については、多くの場合、基地局へのアクセスを基地局１１０及
び関連するＤＳＬ回線に料金を支払っている加入者だけに限定することが大いに望ましい
。本発明は、ＧＳＭ（登録商標）／ＵＭＴＳ標準の電話の高価な修正を必要とせず、ＳＩ
Ｍ電話だけの修正によって基地局１１０装置へのアクセスを制御するスキームを含む。こ
のスキームを用いて、保有するオペレータの基地局１１０装置は全て、オペレータの広域
ネットワークに対して、共通部分はあるが、異なるＰＬＭＮ識別子を共有する。この異な
るＰＬＭＮが、特定の移動局について、そのＳＩＭカードの中でホームＰＬＭＮとして設
定される場合、その移動局は、適切な信号レベルが検出される場合にはいつでも、オペレ
ータのＰＬＭＮ上での他の基地局の信号強度に関係なく、基地局１１０へ優先的に移動す
る。
【０３１６】
　音声呼やデータ呼を行っていない場合のＧＳＭ（登録商標）／ＵＭＴＳ標準のＵＥは、
アイドルモードと呼ばれるが、下記の優先順位で自動的なＰＬＭＮ選択を行うであろう。
【０３１７】
　1）ＳＩＭカードによって定義されたＭＮＯのＨＰＬＭＮ（ホームＰＬＭＮ）
　2）他のＳＩＭカードによって定義され、ＳＩＭを供給するＭＮＯによって規定された
ＰＬＭＮ
　3）十分な信号強度を持つ、他の検出されたＰＬＭＮ
【０３１８】
　アイドルモードでは、ＭＳは自分のＨＰＬＭＮ上でサービスを受けることを周期的に試
みる。このため、ＳＩＭの中には、６分から８時間までの範囲で（６分刻みで）Ｔ分の値
が記憶されてもよい。従って、ＨＰＬＭＮをＭＮＯのＺｏｎｅＧａｔｅネットワーク識別
子にすることによって、マクロネットワークから基地局１１０ネットワークへの転入は、
ホーム基地局１１０の通信範囲にユーザが進入すると最小で６分以内に、自動的に行われ
るであろう。転出は、ユーザがホーム基地局の通信範囲を放れようとするときに、自動的
に行われなければならない。正確な転出動作を保証するため、ＭＮＯのＰＬＭＮネットワ
ーク識別子は、ＳＩＭにおいては、ＨＰＬＭＮに次ぐ最高の優先順位のＰＬＭＮであるべ
きである。
【０３１９】
　ここで留意すべきことだが、ＰＬＭＮの選択及び再選択は、アイドルモードにおいての
み行われる。接続モードにおいては、ＰＬＭＮ間ハンドオーバがネットワークによって起
動されない限り、ＰＬＭＮ再選択は行われない。
【０３２０】
　一般に、基地局１１０が使用可能になっていないネットワークユーザは、自分のＨＰＬ
ＭＮ上に既にいるか、ローミング中であるならば別のＰＬＭＮにいるであろうから、マク
ロネットワークの通信範囲が存在しない場合を除いて、基地局１１０のＰＬＭＮへのアク
セスを試みないであろう。使用可能になっているユーザについては、特定の基地局１１０
へのアクセスは、その個別の装置に規定された少数のユーザに限定されている。基地局１
１０は、ＵＥに対するスタンドアロンＧＳＭ（登録商標）／ＵＭＴＳネットワークとして
動作することから、ＵＥと交換されたＧＳＭ（登録商標）／ＵＭＴＳ標準のメッセージか
ら国際移動局識別子（ＩＭＳＩ）を抽出することができ、それによって、ＵＥがその基地
局１１０を介して呼を発することができるか否かについて決定することができる。
【０３２１】
　通常のマクロセル動作において、選択された、又は再選択されたセルが、別の登録エリ
ア（ＬＡ／ＲＡ）又はＰＬＭＮを有する場合、ＵＥは、位置登録（ＬＲ）によってセル上
に登録する。そうでない場合、ＵＥは、そのセルに登録するのに、ＩＭＳＩ接続手順又は
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ＧＰＲＳ接続手順を用いるであろう。基地局１１０は、マクロネットワークとは別の位置
エリア(Location Area)（そして、それゆえ、別のルーティングエリア）を有するように
自分を構成するであろうから、従って、位置登録手順(Location Registratin Procedure)
が、常に必要となるであろう。位置登録手順の間に、ＩＭＳＩ接続が行われてもよい。
【０３２２】
　位置登録手順の間、標準の「位置更新要求(LOCATION UPDATING REQUEST)」メッセージ
がＵＥによって基地局１１０へ送信されるが、それにはＩＭＳＩが含まれる。基地局１１
０は、開通したユーザのうちの１人のＩＭＳＩにＩＭＳＩがマッチしない場合、コアネッ
トワークに連絡することを必要とせずに要求を拒否してもよく、従って見込まれるネット
ワークトラヒックを減少させる。「位置更新要求」の中でＩＭＳＩが送信されない場合、
そしてＴＭＳＩ／Ｐ－ＴＭＳＩを基地局１１０が知らない場合、「ＩＤ要求(IDENTITY RE
QUEST)」手順を通じてＩＭＳＩがＵＥから取得される。
【０３２３】
　ここで留意することが重要なのだが、基地局１１０は、保有オペレータのコアネットワ
ークに直接接続されており、オペレータのマクロネットワークから基地局１１０へローミ
ングするいかなるユーザであっても、オペレータのネットワークを離れたとしてＨＬＲに
よって記録されることはないであろう。基地局１１０は、移動装置だけには別個のネット
ワークのように見え、従って装置がこのネットワーク協会を越える際に、装置のＩＤ（Ｉ
ＭＳＩ）がＧＳＭ（登録商標）／ＵＭＴＳ標準のシグナリング手順を介して明かされる。
これによって、基地局１１０へのアクセスを、定義されたユーザに限定することが可能に
なる。
【０３２４】
　ＰＬＭＮの選択及び位置登録手順とが、ＵＭＡとＳＩＰのいずれか一方について、基地
局１１０によって発見手順及び登録手順にマッピングされる。
【０３２５】
　ＵＭＡを介してコアネットワークにインタフェースをとっている基地局１１０について
は、デフォルトの在圏ＵＮＣのＩＤを判断する目的で、ＵＥが最初にサービスを試みてい
る時にＵＭＡ発見手順(UMA Discovery Procedure)が実行される。ＵＭＡ発見手順の完了
に続いて、特定のＵＥが接続されて移動局に着信するサービス用に利用可能であることを
ＵＮＣに情報提供する目的で、ＵＭＡ登録手順がＵＥとＵＮＣとの間で実行される。
【０３２６】
　ＵＭＡ発見及び登録手順は、ＵＥがＧＥＲＡＮ　ＰＬＭＮ選択手順及びセル選択手順を
通じてそれを受け入れるように開通された、特定の基地局１１０の選択に成功した場合に
実行される。手順は、上述しており、図１１に図解されている。
【０３２７】
　ＳＩＰが使用可能な基地局１１０については、ネットワークＳＩＰ登録サーバを介して
ＳＩＰ位置情報をネットワーク位置サービスに登録するために、図２８に示すＳＩＰ登録
手順が、ＵＥ位置登録手順の間に実行される。この手順の間にＳＩＰ認証(SIP Authentic
ation)が使用可能にされてもよい。ネットワーク位置サービスは、ＳＩＰユーザエージェ
ントが移動局着信サービスに利用できるように、ＳＩＰユーザエージェントの位置を保持
する。
【０３２８】
　ＳＩＰプロキシサーバを使ったＳＩＰ登録は、登録されたＺＡＰ　ＵＥ装置についての
位置更新（ＧＥＲＡＮ）又は登録エリア更新（ＵＴＲＡＮ）の成功によってトリガされる
べきである。
【０３２９】
　ＳＩＰ登録もＵＭＡ登録も、ＧＳＭ（登録商標）／ＵＭＴＳ位置登録手順が成功した場
合に限って、実行される。従って、ＵＭＡ及びＳＩＰへのアクセスはいずれも、認定され
たユーザに限定される。また、位置登録の間に交換されたＵＥパラメータのサブセットは
、ＳＩＰ登録手順及びＵＭＡ登録手順にマッピングされる。
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【０３３０】
　上記のように、基地局１１０は、基地局がホームＬＡＮ又はオフィスＬＡＮネットワー
クに接続されることを可能にするイーサネット（登録商標）ＬＡＮポート２０８を含む。
この構成では、イーサネット（登録商標）ＬＡＮは、保有オペレータのネットワークに接
続を提供する。
【０３３１】
　広い家や複数階のオフィスなど、１つの基地局１１０では十分な通信範囲が提供できな
いエリアでの配置については、適切な通信範囲を提供するため、複数の基地局１１０装置
が使用されてもよい。オフィス内を移動するユーザは、シームレスな通信範囲を提供する
ために、彼らのアクティブな呼を基地局１１０装置間でハンドオフされる必要があるだろ
う。基地局１１０は、オフィスエリア内の全ての基地局が単一の共通のイーサネット（登
録商標）ＬＡＮを用いて接続される場合、この機能をサポートしてもよい。
【０３３２】
　ハンドオフ手順は、ハンドオーバを実装して調整するため、基地局１１０間で送信され
る独自のメッセージングを使用する。２つの基地局、即ち送り側基地局ＺＧ１とハンドオ
ーバ対象の基地局ＺＧ２の中の移動管理(Mobility Management)エンティティは、独自の
メッセージングを用いてＬＡＮ接続上で通信する。メッセージは、各基地局のＧＳＭ（登
録商標）／ＵＭＴＳ設定に関連する情報と、現行のＳＩＰセッションの転送に関連する情
報とを含む。
【０３３３】
　基地局１１０の各アクセスポイントは、ＳＩＭによって一意に識別される。これは、物
理的なＳＩＭカードとして、或は「ソフトＳＩＭ」と呼ばれるソフトウェアをダウンロー
ドしたものとして、提供されてもよい。各基地局１１０は、オペレータが供給する自社の
携帯電話のＳＩＭによって識別された一次ユーザを有していなければならない。基地局管
理システム１６０は、基地局１１０と一次ユーザとのためのＳＩＭ識別子を使って開通さ
れ、少なくとも１つの基地局のＳＩＭと一次ユーザのＳＩＭとの間の連合である、基地局
ユーザグループを定義するであろう。一次ユーザは、各種のメカニズム、例えば管理シス
テムへの認証された電話／電子メール或は基地局ユーザグループ内の任意の基地局のウェ
ブサーバとの対話などを用いて、他のユーザのＳＩＭを基地局ユーザグループに追加でき
るであろう。
【０３３４】
　基地局ユーザグループによって、複数の基地局ＳＩＭを同じ一次ユーザＳＩＭに関連さ
せることができるであろう。基地局ユーザグループ内の全てのアクセスポイントによって
、（一次ユーザによって定義される）ユーザＳＩＭの同じリストへのアクセスが可能にな
り、以下に述べる独自のメカニズムを用いて相互にハンドオーバすることができるであろ
う。基地局ユーザグループ内の基地局間の通信は、一般ＩＰアドレス又は専用ＩＰアドレ
スを返信として管理システムへ規則的に報告することによって、可能になるであろうし、
管理システムは、ＩＰアドレスと許可されたユーザ情報とを照合して、定期的にそれを基
地局ユーザグループ内の全ての基地局に同報するであろう。
【０３３５】
　オフィス環境に設置された新たなアクセスポイントがあれば、イーサネット（登録商標
）ＬＡＮからＩＰアドレスを取得し、管理システム１６０との通信を確立し、基地局のＳ
ＩＭと一次ユーザのＳＩＭとからの情報を用いて認証を完了するであろう。次いで、その
アクセスポイントは、管理システム１６０に記憶されたその一次ユーザのための基地局ユ
ーザグループに追加されるであろう。次いで、新たに設置された基地局は、そのＩＰアド
レスを管理システム１６９に報告するであろうし、管理システム１６０は、特定の基地局
ユーザグループ用に記憶されたＩＰアドレステーブルを更新して、更新されたテーブルと
ユーザリストとを、新規に設置されたアクセスポイントを含めて、ユーザグループ内の全
ての基地局に同報するであろう。新規に設置されたアクセスポイントは、残りのステップ
を上記の自己構成プロセスで完了して、次いで、管理システムによって同報されたリスト
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の中の各ＩＰアドレスと通信しようと試みるであろうし、通信が成功した場合には、両方
のアクセスポイントは、各アクセスポイントの同報チャネル上で送信された情報を、それ
らが相互にＢＡリストに追加できるように、必要なさらなる情報を交換する。（ＧＳＭ（
登録商標）／ＵＭＴＳ標準では、ハンドオーバの可能性を見越してＵＥが隣接する基地局
を監視できるように、いかなる基地局であろうと、そこから同報チャネル上で同報される
システム情報に周囲の基地局のパラメータが含まれることが必要である。）交換される情
報を、以下の表に概説する。
【０３３６】
【表３】

【０３３７】
　本書で記述するアクセスポイント間のハンドオフメカニズムは、ＳＩＰ呼だけと共に機
能することが意図されている。広域ネットワークへのシームレスハンドオフは、この手法
ではサポートできない。ＵＥ／ＭＳのＩＰアドレスが、アクセスポイントが接続されてい
るＬＡＮのＤＨＣＰサーバから要求され、ＭＳ／ＵＥが第１に接続しているアクセスポイ
ントは、ＭＳ／ＵＥのＩＰアドレスプロキシとして動作してＭＳ／ＵＥの代わりにＩＰア
ドレスを要求し、ＩＰアドレスは、そのＭＳ／ＵＥに伝達されるであろう。ＭＳ／ＵＥは
アクセスポイント間でハンドオフされることから、ＭＳ／ＵＥのＩＰアドレスは保存され
、他方、ＩＰアドレスのプロキシ機能は、ハンドオフされたＭＳ／ＵＥと一緒に、新たな
アクセスポイントに移動する。ＤＨＣＰサーバが１つもないようなもっと複雑なネットワ
ークについては、呼が続く間、ＭＳ／ＵＥのＩＰアドレスを保存するのに、モバイルＩＰ
技法が使用されてもよい。
【０３３８】
　ハンドオーバのシグナリングを図２９に示すが、これはさらに基地局１１０の機能を３
ＧＰＰ標準の要素ＲＮＳとＭＳＣとに分割しており、ここでＲＮＳはＵＭＴＳアクセス階
層プロトコルエンティティを意味し、ＭＳＣは、非アクセス階層プロトコルエンティティ
を意味する。Ｕｕ及びＩｕという接頭辞が付いているシグナリングは全て、３ＧＰＰ標準
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のシグナリングであり、ＺＧという接頭辞が付いているシグナリングは独自のものである
。
【０３３９】
　下記のステップのシーケンスが実行される。
【０３４０】
　送り側基地局ＺＧ１は、ＵＥから受信した測定報告２９０１、２９０３によって、ハン
ドオーバが必要だと判断する。測定報告は、対象の基地局ＺＧ２についてのＵＥにおける
受信機の電力レベルが高いことと、現行の基地局ＺＧ１についてのＵＥにおける受信機の
電力レベルが低いこととを示す。
【０３４１】
　基地局ＺＧ１は、内部的な「移転必要(RELOCATION REQUIRED)」メッセージ２９０５を
送信することによって、ハンドオーバを開始する。ＺＧ１は、ハンドオーバが要求された
ことを対象に情報提供するために、独自の「ＺＧハンドオーバ要求(ZG-Handover-Request
)」メッセージ２９０７をＬＡＮ上で対照の基地局ＺＧ２へ送信する。ＺＧ２のＩＰアド
レスは、ＬＡＮネットワーク内での基地局の自己管理の間に、既にＺＧ１には知られてい
る。
【０３４２】
　対象の基地局ＺＧ２は、ハンドオーバが起こりうるかどうかを判断して、要求が受け入
れられたことを示すために、「ＺＧハンドオーバ応答(ZG-Handover-Response)」２９１３
を返信する。ＺＧ２は、内部シグナリング「移転要求(RELOCATION REQUEST)」２９０９及
び「移転要求承認(RELOCATION REQUEST ACKNOWLEDGE)」２９１１とを生成する。
【０３４３】
　ハンドオーバに備えて現行のハンドオーバ設定とＳＩＰクライアントの設定とを対象の
基地局ＺＧ２に転送するため、「ＺＧハンドオーバ情報要求」２９１５が、第１の基地局
ＺＧ１から対象の基地局ＺＧ２へ送信される。対象のＧＳＭ（登録商標）／ＵＭＴＳ無線
アクセス設定を転送するため、「ＺＧハンドオーバ情報応答」２９１７が、返信として基
地局ＺＧ１へ送信される。
【０３４４】
　「物理チャネル再構成(PHYSICAL CHANNEL RECONFIGURATION)」メッセージ２９２１をＵ
ＭＴＳ無線インタフェース上でＵＥへ送信することによって、基地局ＺＧ１がハンドオー
バを開始する。また、メッセージは、対象のＺＧ２からのＧＳＭ（登録商標）／ＵＭＴＳ
無線アクセス設定を含む。ＵＥは、標準のレイヤ１及びレイヤ２のシグナリングを通じて
、対象の基地局ＺＧ２に登録しようと試みる。ＵＥは、基地局ＺＧ２によって検出され、
ＺＧ２は、内部メッセージ「移転検出(RELOCATION DETECT)」２９２５を生成する。
【０３４５】
　「ＺＧハンドオーバ検出要求(ZG-Handover-Detect-Request)」メッセージ２９２７が、
基地局ＺＧ２から送り側基地局ＺＧ１へ送信されて、ＵＥのハンドオーバ手順が成功した
ことを示す。
【０３４６】
　基地局ＺＧ１は、ＳＩＰ呼のシグナリングとトラヒックパケットの受信を停止し、基地
局ＺＧ２は、ＳＩＰ呼のシグナリングとトラヒックパケットの受信（即ち処理）を開始す
る。対象のＩＰアドレスはＵＥ／ＭＳアドレスであり、従ってハンドオーバが原因で変わ
ることはないため、ＵＥ／ＭＳのＳＩＰパケットの再ルーティングは不要である。ＬＡＮ
接続は、両方の基地局がＵＥ／ＭＳのＩＰパケットを受信できることを保証すべきである
。
【０３４７】
　基地局ＺＧ２が、内部の「移転完了(RELOCATION COMPLETE)」メッセージ２９３１を生
成し、そして「ＺＧハンドオーバ完了要求(ZG-Handover-Complete-Request)」メッセージ
２９３３を基地局ＺＧ１へ送信することによって、ハンドオーバプロセスの完了が示され
る。ＺＧ１は、内部シグナリングメッセージ「解放命令(RELEASE COMMAND)」２９３５及
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び「解放応答(RELEASE RESPONSE)」２９３７の送信を通じて、呼を内部的に解放する。
【０３４８】
　従って、標準のセルラー電話を用いて、ネットワークオペレータのセルラーネットワー
クへのアクセスを可能にする基地局が開示される。

【図１】 【図２】
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